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序

国道 103号線は大館市から鹿角市を経て岩手県に通ずる道路であり，

近年，鹿角市に東北縦貫自動車道が通過することから 103号線の大幅な

改良が必要になりました。その建設地の大館市部は米代 J11の北岸を通過

することにな 1 遺跡分布調査を実施したところブヵ所の遺跡が発見さ

れたのであります。そこで建設省能代工事事務所と協議の上，発掘調去

を実施して記録保存することに決定し，それにもとづし=て昭和54年度，

55年度の 2ヵ年にわたって 6ヵ所の遺跡の を実施しました。本

報告は 2ヵ年 をまとめたものであります。

調査の結果ヲ縄文時代早期から前期ヲ後期ヲ晩期までの各期 J--

遺物が発見され、大きな成果を得て終了いたしました。とくに早期の貝

殻文は秋田県内では，はじめてといってよいほど多量に発見されました。

その他後期，晩期の竪穴式住居跡・ などもあり句今まで不明であっ

た早期の土器と晩期の住居跡など当地域史研究に新しい資料を書き加え

ることができたことは喜ばしいことです。

本報告がいろいろな人達によって活用され，文化財保護に生かされれ

ば幸せと存じます G 最後に発掘調査から整理，報告書作成まで，御協力

いただいた関係各位に対して心から感謝の意を表するものであります。

昭和何年 3丹

秋田県教育委員会

教育長畠山芳郎
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上本報告は秋田L早教育委員会が昭和54，55年度に発掘調査を実施した

工事関係遺跡の発掘調査報告である。

103号線ノくイノ、iス

2. 本報告の作成にあたり，第 2章第 2節は藤本幸雄氏(県立大館工業高校教諭)が，第 2

第 3節は紫田陽一郎が執筆した。その他については庄内昭男が執筆した。

3. 本報百三の編集は定内昭男
.}-~ 

i.._ 0 

4. 遺跡および遺物の写真損影は庄内昭男が行った。

5.遺構および出土遺物の技罰作成は鈴木秋良，花田孝夫，が当った。

6， j二色の表記は小山正忠，竹原秀雄『新版標準土色IV長』を活用した。

fL 1yU 

1 ，遺構は10分 の し 20分の lで実測図を作成した。本報告中の遺構の縮尺は任意で、あり.矢

印の方向は全て磁北である。

2.遺構:の住居跡に S1を，土壇に SKを付して発見)11真に番号をうち，便宜的に呼称して行っ

たが，本報告では遺構の配列を考慮し，第何号と編集替えした。

3. 報告の中で出土遺物の実~~IJ図は土器を 3 分の l あるいは 4 分の l に，石器を 2 分の l に縮

尺した。なお土器は残存の割合に花、じて，実~NIJ図左側の一部を 11 で区切った。中車1IほJiUJ込ら離

れるにしたがって残存の割合が小さくなる。

4. 石器の重量計~TIlJは関俊彦氏(計量検定所)の協力を得た 0

5. 報告の中でスク 1)ーントーンを以下のように用いた。

凡 哲lJ

地山黄褐色火山灰層

遺遺物構繊維焼 if~ ;入仁

[}~~~~I~~~Itl 遺遺物構炭炭化物化付物着

I s I 自
持こ 石
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第 1章はじめに

第 i節発掘調査に至るまで

昭和51年， 103 ¥
 

b
f
 

ノ

A
1

3
¥
 

段包して， より

に予定地内め川崎注文化財について問い合わせか‘あり， 只会は現地lfjJr去を

して昭和53年号遺跡の所在を るために秋田
口 λ ハ

貝:.z:....:V::f.，

した F そ

叩 1t'く似し，

試掘調査を実施した。その結果，路線内に周知の遺跡 lカ所の他あらたに 6カ所の泣同;のある

ことが判明した。昭手1154年， より党のiN:Fflがあり， 之λ
十←、

では昭和54年 4 月より発tJn\調査を実施することにしたものである。当初 1 年 [1~J で 7 カ所のj立助、

を調査する予定であったが， より 2カ年にわたって行われた。なおNo.ö に j立制;は M(~，2.

されず， NO.3鳶ケ長根 I遺跡;は計四変更により誠究対象よりはずされたっ

第 2節調査の組織と構成

103号線パイノ¥スの建設に伴い，消滅する恐れのある大館市IHjEUから大

館市軽井沢地内の 6カ所の遺跡の発掘調在を実施し，その記録保存をはかり守

地域社会のj:_W.蔵文化財の活用に資するものである。

調査主体秋田県教育委員会

調査目的

調査担当 庄内昭男(秋田県立i専物館) 柴田陽一郎(教官庁文化課)

板橋範芳(大館市市史編纂室)

調査協力員 永瀬福男ヲ熊谷太郎?高儒忠彦?小林 立(教育庁文化課)

調査補助長鈴木秋良，花田幹雄，花田

佐々木金正

務補助員佐々木恵子

調査協力機関建設省能代工事事務所

大館市教育委員会

栗沢光男， I日4井安正，大高['f，l}康，

F庁、 riJi'tl:地

在対象 Tfri

No. 所 在 j也 調査対象 No 戸号 地 調究対象

大館市出i田宇山田堤33地 1‘OOOm' リ「 大館市軽井沢宇鳶ケ長根 IL 75Um' 

つー 大館市曲目宇沢口76他 300m'I Fヲ
大館市軽井沢字鳶ケ長rH 5，000111' 

4 大館市軽井沢宇鳶ケ長根 2山(自 大館市軽井沢宇和11宇83他 4.000m↑ 
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発掘調査総Urfft! 11、25υ町

調査期間第 l次昭和54年 5月25日~何年12月8U (出().1，Noムル 7，Nu 8を詰I;Jft)

第 2次i昭和55年 4月24日~何年 7JJ 30日 (No.4， N(J日をij}l;jf五)

発i}f1¥作業協力者 柴田勇蔵， 佐藤政令 Lljj行茂樹号 1
1
1')11ヂ:政号小林'f'/¥'，竹村義久，

八代和彦，佐々木子守i'I'地京、高折1ft二句奈良奈良奈良与太郎

佐Il注忠;子， 品山Iy半:Il~ι /j'MHJtとE仏 jill 山よ'~fl: ， t;11山 frlj LlJ政!t:ft

後藤tt古住宅 品 /111山与三郎， 11;11 ll! "忠雄， J;ii山三9j，

立u討 人， !支出二二三雄， 成Uj二lI.m)宅

佐々木久政，高松勝之助，成田阿部|年蔵， l;iIJff15忠 rli自li，)支出口五iT，

成田久吉， I)i咋Ij七蔵，佐々木留Ji:札怯:々本武，鈴木許.li自15，佐々

柴田清，白山~j~ 五良1)，佐々木直蔵，高析政政，鈴木ÍJ_;F.{立J，柴111

佐々木健吉，柴田忠彦，柴田淳一，柴田久'{，佐々木五位，佐々木ミチ，

柴田ノ¥ノレ， オミハマ， 佐々木サツ，佐々木7サ，佐々木チサ，佐々木ミワ

佐々木キミエ，岳山キヨー品山ミツエ，出LlJ~タミ IH山キサ， {;II LlJヤオエ

畠山ナミエ，畠山京子，近藤ミチエ，黒田キエ，奈良久子，奈良サタエ，

奈良ノリレ，畠山トミエ，品山、ソヤ，滝沢キエ，奈良アグ，鈴木スワ，

奈良礼子，原田トシ子，県立大館鳳I鳴高等学校生徒。

整理作業協力者 佐藤和弘，高橋浩樹，鈴木功，桑原陸，渡辺健太郎，岳山悦美，斎藤寿子，

柏木茂，谷口重光，三嶋隆儀。

石上尚子，松本淳子，高山桃子，杉原敬子， LlJ IlJ奇首j:{，神肘トシ，千I;~I，\紀子

越智孝子，岡部久美子，大高しのぶ，菊地文子，古Erl容子，佐々本)II0:{，

堀井照子，雲雀ミチエ，柳田ミナ子，成田;¥E:!':'f，久米栄~r ， lii日Ij紀(，

小j崩悌子，田松静子，庄内公子，佐藤品子，国立秋田工業高等専門学校生徒。
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第 2章遺跡の立地と環境

第 1蔀遺跡の位置について

103 号線ノくイパスは大館市街から米代 )11 の二iヒ岸を通って南東に戸1] ゥて路半~jLカ t のびており，

市街から約10km離れた大館市曲目から東カi未完成であった。この大館市由回から軽井沢千秋ÚI~~

までの間約 31叩以内で工事に関連して 7カ所の造一回:が調査対象となゥた。

りの釈であり，北に 2ないし 2.5krnの範囲内に遺跡がある。地理的にはNCJ.1の山田堤と N().

2の沢口遺跡が隣接し， N附恥(ο).4の鳶ケ長杜根n日I遺E蹄跡湾亦;とN恥0.5の;鳶鳶ケ長根i山i日LI遺j跡i劫跡4存;カ'1隣;持者耐十拡接主妾2し， N().7の恋ケ

長根IV遺跡， No.8の萩10宇遺跡はそれぞれ間隔をおいて位置している。

第 2節 地質学的環境について

1 地形と地質の概要

大滝，軽井沢，出回付近の地形は山地，洪積段丘，沖積地の三つに区分される。このうち山

地は秋田県 (1973) によれば新第三紀中新世の大滝層に属する汗石ì~ií:灰岩，石英安山宕よりな f) 宅

そのうち石英安山岩は鞍掛山 (484.4m)軽井沢北西の325mなどのやや急，{tri辛|の部分を構成して

いる。調査地付近の大滝層は主として無層環状の凝灰角球岩，火山角球岩よりなり，ほかにラ

ミナ，グレーデイングの発達した浮石従灰岩や硬質の泥岩などをともなうている。火山角球は

流理構造が良く発達した石英安山岩が多い。走向傾斜は NS 42
0 

Eである。

洪積段丘は， 150 ~ 140 m面と 110m面の二つに区分される。このうち 150~ 140 m団liは粁

井沢北西と五輪台北西にわずかに見らオしなだらかな起伏はあるものの明らかに平JII. を残し

ている。 110m面は五輪台の北に断片的に分布い明瞭な平土[l_j白iを この段 lJAi¥l]:r:iX:}吾は;壬 5

~ 8cmの安山岩質亜円礁を主とした河成概層とその1-.に重なる二枚の'Ii祝 I 火山灰層であり司

沢口遺跡 (No.2)薦ケ長根遺跡III (No.5 )鳶ケ長似遺跡IV(No.7 )泣il'亦はこの巨ri上に鳶ケ長似

II遺跡 (No.4)は 150111 ~ 140 m 雨のあし 3だの傾斜地に分布している

地は70-80 rn (/)最低i立の段 i王と未代JII沿いの{丘地よりなり前者は内藤 1966)のも馬内

出であり特fi蛍火山灰より構成されているむ 111出堤はこの位置にある

萩峠付近は kきく見て地形的に 4つに区号ーでき宅それぞれが地質によく対応、している。即ち

らなる侵食残li:bたの部分と軽石賀火山吹を主とする 106- 116 111 の而宅 98~ 100 

mの出，更に浦LLi，軽井二沢の部落をのせる86mの毛馬内itti(内藤，のそれぞれである。

4 



このうち遺跡のある面は98-100 m [ii， 106 - 110 m語iで定高性のいちじるしい平担面を残し

ている。地質は下位から石英安山岩，軽石賀火山灰(火砕流~火山灰流入降下判官〈火山灰(ー

部火Lll[i*)， ~誤 などで構成されている。

2. 遺跡;の地質

第2図に鳶ケ長恨II遺跡;(No.4)，鳶ケ:長トl(TIIj室勤;(No. 5 1，奇ケ長恨TV遺跡(No.7)，萩IIH:'遺跡

の各調査地点の柱状回を示す O この図をもとに各地λ点1，‘

Q 弓

NO.4鳶ケ長根II遠野について

T 4 150 - 140 m æiの段丘崖上にあり，下部より灰茶掲色火山灰層褐色I~玉石

賀~ll粒火山灰ないし火山礎層(b)，黒褐色有機質土層および黒色有機層の)llfiにみられる。こ

のうち下部の軽石質火山灰層は 0.5-4 cm (11寺にlυcm以上)の粁訂や 0.5-3 cmの安山岩質角

礁〈を含み，分級が悪く無層理塊状て-あり，火砕流(泥流)堆桔物とみられる。第 3図のa'はこ

のグリッドより約 4m高い地点の軽石質火山灰であるが，ここではやや円みをおびた 5-8 C111 

大の軽石が多し所々にド{立の硬質泥岩が岩塊tfi:に突出している。後述するように， aとa'は

ほぼ同じ重鉱物組成を示す。一方，賞褐色軽石質火山灰は 1-7 cmの惇きでJJ彰新iし，堆干京市の

凹所(以下単に田所)では10cmほどになることもある。粒径が 0.5-2 mmの軽石質*JI粒火山灰

であるが，凹所では下部から 2-3 C111のところで 5-15mmの軽石が多数出入することがある。

また，このような部分では上部は黒褐色の土壌部と混じりあい汚れた印象を与える。数mmの軽

;石が密集している部分は空隙:が多しさらに全体として異質岩片は含まれていない。以上の性

格からみて，この火山灰は降下火砕物であり，凹所部分はごく近い範囲からの二次的な;集積作

用(風，流水)により厚くなったものであろう。

No. 5鳶ケ匂長根III遺跡について

T 5 110 m段丘面上にあり，下部より 0.2-1 cmの賞褐色軽石を含む灰掲色火山灰層(泥

流堆積物)，黄褐色軽石質粗粒火山灰(降下堆積物)，黒色有機質土の}1[V4にみられる。火山灰層の

産状はいずれも T4と同様である。

K : 110 m段丘構成層のうち，軽石質火山灰層より下位の地層が観察される露頭で下部から

5 -8 crnの安山岩質亜円礁を主とする砂機騒(J享さ60cm以上)と軒高質火山 (厚き 1m) 

よりなる。このうち砂礎層は上部がシルト質で中~下部は礎の表面に酸化皮膜がついており，

軽石をまったく含んでいないことから河床堆積物とみられる。また軽石質火山灰層は黄

褐色無層理塊:1犬て、下部はやや異質岩片が多い。これは T4ラ T5と同様に火砕流(泥流)堆積

物である。

No. 7鳶ケ長根IV遺跡について



304 :式的な地形，地質断面図は第 3図に示すが， ~îま正i質火山灰層と ìr可!未性段丘li紫)冨のあ

いだについては不明である。しかし段 i王限層がmiにjJiぃ j二部にあることから粁石賀火山灰層に

う寸くおおわれているものと比られる。 :1u4て己主主下部は手u品色グ)11花王(の少ない火山灰で， その

上に径 1~ 0，5 cmのよ掲色ないし武褐色め粁石に富む!長カ;1()Cl11ほどで重なり，それ以上は

ら茶!.l.~色の r1i~;l・ü'U二尼i へと変化しているの lí年トー火山際層は虫色!長居中に

分布 L，部分的に 5crn - 1 cmと厚さが変化する。なおD'は同じ火山際層のうち，より束mlJのグ

I} '"ドから得たものである

No.8五}(III ついて

1三iジげよ凶を 301， 302， 303の 3カ所にとゥた。それぞれの位置問{系と 1J;i式i切な地!日，地折

田国と柱状図を第 2図に不す。なお図は今回の調査分析結果にもとづ1，、てJI日しミてある。

301 下部は灰紫色ガラス笠の石基に同形の白色判長石が散在する:{"ivt云:-LLi岩で千'f色鉱物は

酸化されてほとんど残存せず，一般にかなり風化している。この上に賀火山灰層カt茸(なる

が，境界!IIIはUfl凸があ 1)，ギIli:l-_?rになゥた火UIJ夜中に石英安山岩の風化角概(件ニ 5-2(川 1) 

が30-40cm の[~:さ まれているのこのお先の火山!民は乳(i色に jJi:いか司 1 にゆくほど抗出

色になる。 でこの中に昨下村1*¥'ぐ火山氏カfうすく比られる

302 下部は全般的に乳白色に近い火 111 であるが，最下部~1土砂'l'tでその 1'-に10CI11ほどの

乳褐色シルト層があり更にキlJl球 大 の 角 礁 と 軒 石を含んだ火山にかわる。この!討の 1-

には 1-2 cm{立の亦褐色の再変化鉄からなる市層がありこれより上{立は樹灰色の4f!.l~出 }I日火山!長引

層となづて[Ij王そJが大きしかっ密ヲ佐して色調も武褐色になる。_l-_:gljの軒干i'土5-10clTl)~のもの

してお i人形状は比較的円みがかゥたものカf 多い。主主 1 の，~I.!; 色腐 +jI'(_::LJち;に含まれる降

下火山灰層は一部火山際大になり， 2 ~ 3 cmとやや厚くなることもある。なお 302Fは打:状回!

の底部より若干高く， cに相当する部分である。

303 :下部は貰掲色の軽手1 :1<. LL! fJ~ でラ !二部にゆくにつれて茶絹色から茶出色へ変化し烈色

腐布1'(土層になる。地表から約40cm下位にキ11.粒火山灰ないし火山際からなる降下火山灰層があり

5 crn ほどに達し，火山f1~~は 1 ，3 crn大になるものもある。故←は茶初色の'IL1::{i nーが
散在する虫色腐l;II'(土でヲ再動土であろう。

3. 火山灰層について

未代)11流域に J，Lく分布する -1干日出火山起源の火山灰層については内藤 (1966・1~)7υ) 1~1 J )11ほ

か(1~)72) 等によりくわしく生11 られており，古い土fから高市軒 fi 火山灰層(三日5Cは 1360y B 

P) 鳥越軒石tl火111灰層 (12000士 250y B • P )巾ケ野特石賀火山灰層 (8600:::!::250vB 膏 p)二k.:

i詰軽lj 火山 li~~ 層(:3C只o土 130v B . P)にそれぞれ区分されているのまた

と毛馬|句軒石立火山灰層については同ーの火山活動にともなう降下堆積物と火砕流土佐物であ

一一 {ミ



ることも指摘されている。¥大地1974，藤本1980)

11 1 会ニ l ， l~:::+ 土 ~:J TT 
¥..l/l'1U.吐ぷ守/ J_，'IJ .. ¥:l..l 

，τ 「→む

l¥iυ. V I~五 ソ¥、 ~~ザノ L ミ L、 と丈すよじ

T 4 aとT4 a'， T 5 a， K aからサンブ/しをとり句ブロムホルムを用いて重鉱物分析を実地

した υ これは 0.1-0.2 mmの重却を抗ドで :j- 5 同町'について合計4~)O-600H/jl になるまで芸支

え ílí~1数九を 7ドめるものである。結果は第 l 去に示寸。あ 1 表よ 1) T4aとT4a'は極めてjIIいf[(を

不すことカtわかる。またいずれも車料開石に比して角 1~~jTi ヵ;ペコペコ多い鳥越軒干 1 火山灰層に一

致した組成を示しており(※申ケ町.llî正火Li ll記号?は角 r\~j 1-iが少なく‘単判的i{1- 角IXj干了は2.64

( 8ケ平均)に対 L，鳥越は1.35( 20ケ平均刊写段丘而iの高度守的l らはてもこれにおj土ヒ

できるものと忠われる。なお T4bとT5bについては!百科lベJ産:1たからはて大jiJ軒石町火山階層に

対比できることが確実なので特に分析は行わなか rコた己

(2)No.7鳶ケ長根町遺跡;， No.8萩峠遺跡の火山灰層について一重鉱物組成と対比

301 - 304からサンプルをとり，常法により重鉱物分析を行勺た。 採取位置を第 3図に

結果は第 2表のとおりである。第 1表から降下火山灰である 3040， 0'および 303Bは極めて

よし を示し特に 3040とD'はほとんど同ーの組成と言ヮてもよし

301 B， B'は角閃芯を含まない点で降下火山灰と同様であるが， ， 

なっている。また 302A， C， D， F， 303 A， 304 B， Cなどは角I訂正iを

化している。次にこのような結果を今ま ところ してきた各火

と比較するために第 4図にブ口、ソトしてみた。この際，角間石の よび

火 は内藤(1966) 火山理層に 304.Aと 301B守B'は

304 t，と

で異

組成値も変

のデーター

，1¥' 
~'\. 

ら降下

302 A， C， 0 ， F， 303 A， 304 B， Cは鳥越軒石質火山灰層にそれぞれ相当すると見られ

ることから，第 2図では各火山灰層の図にプロットした。この図からそれぞれのぷけま今ま

られた各火 の組成範間内およびその変化の延長付近にブロソトされることが明らかであ

りト-ì，l~ の二子持どおりであることがわかる。なお内藤 (1966) では中ケ野軽石賀火

盆地内にもあるとされており今回の分析値でも特に 3020， F， 303 A， 304 B守 Cを疑って

みたが，第 4図からみてその可能性は少ないハ即ち，見かけ上 3り20宅 F， 303 Aは

!託行が多く似ていることから降下堆積物(申 火 ? )とも忠われたが，これは

地形市iに対応した風化作用のあらわれと見られる。また ることは米代J11流

域のi怪石質火山灰層からなる段丘ではよく見られることであり地形的に流れがよどみがちな地

j或に多いようである n ところで 301B今 B'カ 火山灰層に対比できる なったこ

とはや」や意外である。なぜならば 301は98mレベルの段丘耐を構成しており当然上位の 106m 

レベルの段丘構成層より新しいと

でありーこのことはこの出が

されたからである〔しかしこれは明らかに

火山灰層の堆和誌に

- 7 -
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Wiであることをなミしている。
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火山灰の重鉱物組成

~火~山~灰一サ一シ一フル ¥2正¥午お px HO 

T4 a 56.8 1l. 4 17.1 14.7 l.2 49お

T4 a 55.9 9.4 19.6 15.1 1.3 1.6 597 

T5 a 67.2 7.1 17.3 8.4 2.1 1.2 607 

K a 56.7 10.2 りつメ 10.2 .) .) 1.0 557 

304 D' 41 2 45 3.8 226 

304 D 42 ‘? 44 12 電'J3Pi ? 

304 C 51 ムつ「J 1.5 2.4 480 

304 B 18 つ]にU lR l.4 ム2.0、 245 

304 A 7 守3 ‘] f 3 20 ;) 4.0 301 

303 C 47 " 35 16 μつ ーつ

30:3 B 42 1 42 15 ム芯 ιの，ど)，っ》

303 A 59 ~) 

302 F 56 10 どー討 :32U 

3υ2 D 54 9 21 H:i 13 1.8 321 

302 C 47 10 つム"'只J 15 [， 9 296 

301 A 35 29 14 l.2 己 u d ぷ

301 B' 60 l 27 12 2.3 382 

301 日 54 aι; 29 1. ~) 197 

Opx: (r;q方向(石， Cpx: 単 4~q 姉石
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第 3節周辺遺跡について

米代J11 iCiの大館市，比内町の遺跡は多くの場合米代)11 Jえひ中小~IiJ J 11の下位{正面から比高 5-

10m内外の河岸段丘上にみられ，各H41具JJの複合遺跡が多い。

そうしたなかで遺跡を時代毎に概観すると先土器時代の遺跡は発見されておらず，縄文時代

に入ると早期の造物カ館市出回の野山岱Cで表J采されている。前期]のj主跡は27カ所，中J[:JJの

j立回:は.30カ所ヲ後期の遺跡は.357う何r，晩期の遺跡はカ )iJiーが周知されている

は 3カ所で数が少ない。古代の遺跡は 7カジfrで発掘調査が行わjしているが宅地のj五;時;と間介し

てさらに数は多くなると考えられる。':p-t止の官官同;として43カ所が生Llられてしるる。

103号線/<イ八ス工事関係遺跡の周辺で縄文11寺代前期jに属するものは冷水山総 1 ('-11 J[:JJとの

II 遺跡;(日常下聖 II遺跡(8)，予l'沢岱 CヲD 遺跡(11，12)害特立跡(22)，内rl'岱i丘

四;(24)がある。縄文時代中期jの遺跡としては下型 1 (議期との政合)遺跡(7 )，針山岱A(後

期どの複合)遺跡(9λ 桜般遺跡(1.3)，竜毛岱(後期との松五、) J立回、(15)がある G 縄文時代後

期の追跡としては味噌内遺跡、(23)があるハ縄文時代日免JtHの遺跡、としては.t;lょ数州、遺跡(21 )， ，~;J ¥! 

遺跡(20)がある。国辺の縄文時代の遺跡はノくイパス工事関係遺跡No.1の山Flll廷から丙に 1kll1の

中山地医，さらに 1km西の山館地区の段丘上に集中している。 LU館， J-_ノLLi泣跡 (17，1丸山)

は大館市忠編纂事業の一環として調査が行われ，円筒下層 c， d式土器を{‘f(/.Hする前期!の緊穴

住居跡と十ー墳群，中期の円筒上層 e式を伴出する竪穴住居跡と土1>>;1群守 11免Jt)Jの土墳群が憤出さ

れている。古代の遺跡としては新館遺跡(2 )，蕗の上遺跡(1 )などがある。縄文時代後期!の集

落が発見されたNo.8萩峠遺跡(3 )は軽井沢館ともいわれている。萩峠遺跡の沢を隔ててすぐ東

側に新館遺跡(2 )，館ノ上遺跡(1 )が位置しており，未周知なカtら米代)11北岸の大?t江沢に館跡

がある点からも関連づけて考えられる。

くa>草 3盟
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第 3章調査の方法と経過

第 i節調査の方法

際し， ト
tm

rl1心杭がうたれており，道路rtt}は!ょいとこ

ろでお m であるが段 i壬の紘i互にあたるところはそれ上 1) 寸士まく，;H~ をとることになった c 存

ヲ 4111 限で夕、 1) ドを設定した。グ 1) ノド設定のため Þ~í:lとの )rý~fi とする

中心杭あるいはその付近として{滋北にあわせて南北ラインを決めた。 調査区のi主jmljより二Itにア

ルブアベットでA， B.一一-を東から西に 0・1・2...・・・と算用数字を付した。グリ

南東1~IJ の杭で呼称した。なおNo. 8萩 111宇遺跡では似斜面に対L，任立にトレンチを

らTrの略号を付した。

ドの名称は

し東側か

第 2蔀調査の経過

昭和54年度は 5月25日より発掘調売を開始した。

く5月25日>NO.8萩峠遺跡に庄内，板僑が入 1)，北側 I医より

木の刈 1)在、ぃJ友般を行った。 5月31日〉中心杭よりグリソドを

を開始した。はほ 2週間雑

し I区北側から表土を

しはじめた。 地山までは 1m前後あり，かなり深い。南側に移るにしたがって戊し土J底

炉跡などが検出され，縄文後期初頭の土器が伴出した。 6月2日〉東北縦坑自動卓道発掘調

より高橋，栗沢が来た。 No.2沢口遺跡にグリソドを設定した。<6月15日>NO.2沢口

遺跡、の調査を終えた。 遺構は検出できなかった。 ど6月16日>NO.7鳶ケ長tHIV遺跡の牧草をメIj

1)払いグ 1)、ソド設定の杭を打った。 ぐ6月21日>NO.7鳶ケ長根IV遺跡の調査を間松警東側先端

近くより表土を除去した。鳶ケ長根IV遺跡では縄文早期!の貝殻文系土器が出土しており，分布

状況把握のため遺物を残していった。 ぐ8月28B > NO.8萩111宇遺跡 I区の西辺を拡張し住居跡 9

軒守二t:墳13基を確認した。ぐ 9月 1B>東北縦真自動車道発掘調査事務所より小林，藤井が来た

封。 7鳶ケ長根IV遺跡に入った。ぐ 9月25日 NO.8萩峠遺跡の I区とトレンチを含めて精査と

;最影を終了，平面図作成を終了した。 ぇ10月20日 Nu.8萩I!H::遺跡の V区まて調査を終了した 0

'11月8廿ぅ尚一J.8手足l峠遺跡江区~ V区までの写真撮忌および実iHlJl2l作成を終了した。 :11月1

日〉山田;堤じた)言問杏を開始しく11月21日〉で山社j堤の調査を終了した。遺構，遺物は検出できな

かった。 <11月22日 No.7鳶ケ長根IV遺跡の遺物取りトげ‘をほぼ終了させ，平面図の作成をは

じめた: く11月30日〉平面閃作成および全景写真撮影を終了しだっく12月8!J)残務を整理し

11 



54年度の調査を終了した。

昭和55年度の調査は 4月24日から開始した。グリッドの設定は測量;会社に委託した。

( 4月24日)No.4鳶ケ長根II遺跡東側斜面より表土除去していった。地!JJ まで20~30cm と浅か

うた。 く5月13日>19ラインの西側に土境 7基が検出され昂辺の精査を行う tH土遺物はきわ

めて少なかったの Nu.5鳶ケ長恨III遺跡の刈り払いをはじめたの ぞ5月20日〉トJO.5鳶ケ長恨III遺

跡の東側より表土除去しはじめた。 ら20cm程で縄文H5t期の土器が少量出土しはじめた。

< 6月12日〉それまで28基の土横群が検出された η く6月16日 E4グリッドで第 i

が確認された。 6月19日〉確認した土墳の西側 りセクション図を作成していった。

( 6月26日〉第 2層上面で残して行った遺物の取り上げを行うため造り を開始した。く 7

月10日〉土墳および住居跡の写真撮影を行った。 ど7月12日>NO.4鳶ケ長根II遺跡， NO.5鳶ケ

長根III遺跡、の全景写真を損る。両遺跡の平面図作成をはじめた。 ぐ7月29日〉平面図作成を終

了した。 く7月30日〉残務を整理し，昭和55年度の調査を終了した。

第 3節調査の概要

遺跡No. i室 同: 名 ムム f也 対象面積 調査面積 検出 i宜伸j 5寺 代

NO.1 山田堤 低位段丘 1.000m' 500m' な し

No. 2 沢口遺跡 段丘上 300m' 200m' な し 縄文後期
標高 100m

NO.4 鳶ケ長根II遺跡、 段丘斜面 2，520m' 2，000m' 土壇 7 縄文晩期j
標高 130m

No. 5 ケ長根III遺跡 段丘上 1，750m' 1，500m2 

土墳居33 縄文晩期
標高 106m 住跡、 6

No. 7 鳶ケ長根IV遺跡 段丘上 5.600m' 3，850m' 
こl二墳重出量10 

( 縄縄弥文文生早時後期期代標高 115m 埋 4
{主助~ 1 

NO.8 萩峠遺跡 段丘上 4，000m' 3，200m' 土居物:tJl¥20 {縄中世文後期j
標高 100m 建住 跡跡120 

つ』



山 田 堤

遺跡記号 MIY 

所 在 地 秋同県大ftfo;rli I肋間字山田:t~33他

調査対象面積 1，OOOm2 

調査期間 昭和54年11川1L1-1昭和54年11月21日

- 13一
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。需要

路線の雨j1H1Jが果樹閣となゥている調査対象区の東側に 4X4mのグリッドを した。表土

黒色土層を20cm前後とり!日tくと，ザラザラして起伏の激しいシラス層 した。シラス層のと

ころどころに80crn径でかなり深く孫ち込むピットがあづたが、このビヴトはシラス層の性質に

関i主したものと考えられる

土層松式図

。出土遺物と検出遺構

j主防， J立物は検出できなかった。

< 1 )第 2図発掘調査区

- 16 



沢 口 遺 長志

遺跡記号 M2S 

所 在 地 秋田県大館市曲田字沢口76他

調査対象面和 300m2 

調査期間 昭和54年 6月2日~昭和54年 6月15日
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。概要

路紘の北側にあたる馬の背状の舌;j}¥白地の先端部を調査した c 以前は '):111として使われていた

が，現状は荒地であった G

は深さ 60CI日前後で地山の明寅褐色火山灰層に

2， 3層めが褐色土層である。

し， _1-.面ーより第 1J百めか、IJN褐色土層、 第

ずiじ「一---←出

土)吾絞式図

。検出遺構と出土遺物

遺物はいずれも第 3層め褐色土層内より出土している。

1 ~ 7は外面に斜縄文を地した深鉢71・3土器の破片であり，縦{立に結節jがあるものもある。縄

文時代後期のものと考えられるの

8 ・9は薄での破片ーであり， 8 は小形査形土器のtiJ5<:)十であり，口紋音I~に平行沈線文と刺突文

が施されている。 9は縦{立に縄文が施されている。いずれも弥生時代後期のものと考えられる。

石器は片面が剥離されたJ副長岩質の磨製石斧が 1点だけである。

j室長町は検出できなかった。

子

一 20
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く2>第①図 出土遺物
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鳶ケ長根I1遺跡

遺跡記 号 K4T 

所 在 地 秋田県大館市軽井沢字鳶ケ長根

調査対象面積 2，520m2 

調査期間 昭和55年 4月24日~昭和55年 7月30日

- 23-
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くヰ〉第 i国遺跡地形図
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。概要

標高 140mから 127mの斜面にかけて調査

区があり，現状は牧草地であった。

※土色は( )で示す。

。検出遺構

比較的平J日にみえた F19~25 グリッドの南

側に土墳が 7ぷ検出されたむ 土)語松式 i雪i

<4>第 2図発掘調査匹
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ロ
21 

くヰ〉第 3留 遺構童日置毘
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第 1号土壌(S KOl) 

く位置・伴認状況> C 19クリッドの南側に位置している。矧:認Tuiは抗褐色火山灰層である。

他の土墳群からは離れて位置する。

〈平面i7む〉 長円 JL~ 11 HW;~ I1 口径 1.~lm ，底径 2.3m

< JtiJW土の;[えHD 束iHlJより約め下jjrflJtこ流れ込む。

く断面の彰状〉 西側に一段下り，袋状。 11部認ttriからの探き 11 140cm 

( !~，'í:: ・底 ffri の :LI\íJ心 底面は東i~llJ ...! .一段がよド1"11.， jfLi1H1J I、段が鍋j点状を主する

l〈iii:午均出二上:[犬j兄〉 中f立に;菜H:}f;;lJ[iiJ吉!日iJ[i円ーが出土っ ど4>第①図 2出土。 I

第 2号土壌(S K02) 

.1i百;却、:IKj兄> D23グリいノドグ)束iftljl二

※.tlih'(J'.I(ii 

ご ゐ。

している。 iiDiiWruiは武制色火[1 で、ある

※.tIí' h\.[~I\(ì 
くil;:1孟iJ日〉 円形 11規松 11 口径1.3m，底任 l.4m

ぇJii:Hi土の状ik> [l:f!レンズ状にJli::桔している。下層で炭化物多量にiLth-

〈断Wiの形状〉 袋状を呈している。 il訂正認面からの深さ 11

くHi'. 1.ま而の状況〉 底lUlはほぼ平ill.である。

仕立物出土状況〉 く4.>第①CRI-3が 1，~\ tl ¥ -:-1 ~ 0 

第 3号土壊 (SK06) 

-確認状況> C 22 グリッドのH~西側に位置している。昨認凶iは故掲色火山灰層であ

る。第 2号土墳の南側に位置する。

く平面i形〉 円形 11税松 11 口任1.4m，底径1.4m

<Jtt枯土の状況〉 上， -F一層に分れる。

くl析miの形状〉 袋状を呈している。 IIMi認面からの深さ 1180m

くl1;Y~ .底面の ;11\~比> 11[は東側が崩壊し，底面はほほ、平土日ーである。

く i主;物出 j:;I1\~兄〉 く4>第①図-4が出土。

，liJilh¥ Uri 

第 4号土纏 (SK04) 

-石r(i~.2. :I'}d70 C 23グリッドの仁11央に位置している。確認泊iは褐色火山灰層である。

第 3号土.rJ1i[の南側に位置する。二十'.J}!;'iのr+'iWljは1fIJ木痕で持制Lされている。

く平面 Jf~> 円形 11 };l~松 11 日夜1.1m，底怪1.3m

くI佐結.::Lの:17;:7)(> 出しンス:IKtこJIUuしている。

く断面のJfAJi:> 袋状を呈している。 I~在記凶jからのi~ミさ 1180cm

司王・底面の:1)ょHt> 盛泊iはほぼ平士[1.である。

くj宣物出土:!J;:?)D 出土造物はない。
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第 5号土壊(S K03) 

く位置・確認状況> 023グリッドの砕j1ftlJに している。碍認出は黄補色火山灰層である。

第4号土墳の北側に位置している。

乙半面 ff~> 円形 I1組校 I1 [1任1.4m，ほ径1.3m

dtt千!!d二の:[犬j兄[lIjレシズ:lkに:l:ti:千むしている

く断面の形状〉 円筒状を呈している。 111確認出からの深さ 1170cm

・底面iの ;[K~ ，心 底面はほぼ平山である。

第 8号土壌 (SK08) 

※ JIÍf Wj.~Yi 

-硝;認状況> C 24グ J)ッドの北側に位置している。確認、面は

第 7号二仁墳の北!日1]に しているの

パド函i]f;下 フTZ15冬円形 11規桜 I1 口径 0.9m噌底怪l.lm
※JIi:干['[j--Wi

<JIH・1けの状j兄) j'))，会内は-層に分tLる。中央カ守党吉しされている。

〈断面の十|ラ:[犬〉 袋tkを呈している。 II確認面からの深さ 1180crn

く ~æ 宏底面]の状況〉 竪は東]WIJが崩壊し噌 l底証LIはほぼ+土日である。

くj宣物出土状況〉 出土遺物はないの

第 7号土墳 (SK09) 

火山灰層である。

-確認、状況> C 24グリッドの西側に位置している。確認面は貰褐色火山灰層である。

第 6号土墳の南側に位遣している。

く平面形〉 円形 1I規模 II 口径 O.9m，底径l.lm
※ JIí~h't::l.l語

く堆積土の状況〉 上， に分れる。

く断面の形状〉 袋状を呈している。 II確認面からの深さ II lOOcm 

く壁・底聞の状況〉 壁は南西側が崩壊し，誌面はほほ、平担である。

~ム一千的F出此山lよ占』土乞剖;[状[:伏-犬悶丈幻肌ゆj況恥兄船〉 出土遺物はない O

。出土遺物について

遺物の出土はきわめて少かったが， D 18・C24グリッドで比較的まとまった資料が得られた。

lは外面に斜縄文を施した深鉢形土器である。内面は横位および縦{立のナデで・調整されてい

る。 2 ・ 4 ・ 6 も深鉢形土器の口~;~j(音Ijおよびfjllîj部の破片であり，外国に斜縄文を施している

5は無文の土器で口辺にコブがつく。 3・7は鉢形土器の破片と考えられる。口総音Ijに沈訟を

めぐらし司 より下に斜縄文を施している。縄文時代晩期]のものと考えられる。

石器の出土は 2点だけであり，いずれも頁岩製で，原石は近くで採取できる。 8は石鉄， 9 

は剥片である

30 -
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<4>第 5図第5，6， 7号土壊

。検出土壌のまとめ

二1: ~品名 平田形 規口怪・底棋径・深(mさ?I断形面状の Ij二墳名 平面形 規口径・底棋f壬・深(mさ) 
断fffiO)I 
形 :1犬

第 l号土1品 長円形 1，9 2.3 1.41袋状 第 5号土境 fll Jf~ 1.4 1.3 0.7 

第 2号ー土蹟|円 ff; 1.3 1.4 1.1 I袋状 i第 6号土墳 不繋円}!:三 0.9 1.1 0.8 袋状

第 3号土I$i 円形 1.4 1.4 0.81袋状 i第 7号土墳 円 H3 0.9 1.1 1.0 袋 :1丈
第 4号土J些 円形 1.1 1.3 1.81袋状

31 -
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鳶ケ長根田遺跡

遺跡記号 K5T 

所 在 地 秋田県大館軽井沢字鳶ケ長根

調査対象面秘 1，750m' 

調査 期 間 昭和55年4月24日~昭和55年 7月30日
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。概要

NO.4鳶ケ長松 II泣助;の東i&l1に遺跡がある。 105 m r~íj 後の千JII地であり，東側に大きくれ

が入る。路料!はその平JLl.地のY'央{こIIJM35111 f'，~.て・かか可ており，利点[2(とな ~J ており，現状は

地であった。 一 i似l1m-- -1リ6.2m- 4-11印山一

はj奈さ 60cm前後でJ也山の時j武裕色火山

にi主し，第 l層めは表土のよI，!;色二L尉であ

り，第 2層めはやや厚い褐色土層である 11'

{立に大沿 i4.石層が入る。 Sfj守口30年f~に争fí~:+:H~

を牧草地に改良したため，第 2層上YiJiに機械

によるくさび形の筋が入リヲ削干のtf{Jf時;がう

かがえる。

。検出遺構

1'. If'I 十，;~ J¥: 1';(1 

住居跡 6事Fと土J)b'i33基を検出した。住居跡からlilri次説明を加える。

く5>第 3図発識調査rg:
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第 1号住居跡(S 1 01) く5)第 4同一

-確認状況 E4グリペノド内に検出された。昨認聞は である。第 2

3・4 ・5 東側に位置しており，東muのれの京ち際に市地している。 北東WiJの F

2・3グリ、ソドからは_:+-器・石器が多量に発見された。

ぐ平田形・規校〉 東側は半IJ然としな1.、カ¥はぽ円に近い悶丸方形を ると考えら ~L る。束

西で 3m 70cm，南北で 3m 20crnをiWJる。なお南 を{半う。

く堆積土の状況〉 確認Aiからの覆土は浅く，中央で15crnをiWJる。軟質のHf'i褐色土 (10Y R ) 

が堆枯する。

く壁;・床面の状況〉 北1NlJで 5cm紅の高さの壁を したが，束.I西.rおiWJはほとんど補:誌で

きなかった。床面はかι亦に向けでなだらかに落ち込む。炉問;周辺の床面は 1;ザ散である。

く柱穴〉 ピットは15個以上確認された。 Pl，PIO， Pllと土墳の西側の落ち込みが主柱穴と二号

えられ，深さが50cm前後である。他のピットの深さは20cm前後である。

ど炉跡〉 住居跡、内のほぼ中央に地床炉があるの

く遺物tH二i二;!-J¥1兄〉 炉跡の北側に横たわって大形のj~~ill*ff;土器(ぐ 5 >第①l'61--1 )，力i同;の西側

に香炉形土器(く 5>第①図 2 )と敵石(< 5 >第⑬図 13) を発見した

第33号土塘 (SK27)一<5 >第 4図一

-確認状況> E 4グリッドの南側に している。第 1号住居間;の南慌内側にfJ:df)込

まれている。したがうて確認面は住居跡の床面i，明貰褐色火山灰層である。

ピヰZ而形〉 円形 11 対~t~~~ 11 口伝 O.5m，).ま径 2.0m
※JII ft¥ I 11'1 

く ltl~干tt! :::1-_の;1たおか 詑土のこ仁賀はほぼ一縦である。底面i付近は I:V.い。

ど断面の形tj~> 円錐状を呈する。 11M!認面からの深さ 11 9Ucm 

く壁・底泊iの ;IK~兄〉 位はほほ)子士pにiJ:!1リ込ま jrし床面は岩般にj主する。

<j1t物出土状況〉 出二Li古物はほとんどなしど 5 12のイ!のミtI¥--L 

第 2号イ主題跡(S 1 02)ーく 5 第 5rRl-

-確認状況> E 8， E 9グリッドにまたがゥて検出された。炉跡は表土

(10Y Rχ) で，柱穴は地山の明賞掲色火 した口

いi三回形，規模〉 平副ff:;;は不明であり， :3 m 90cm以上である c

〈本U¥:> PιP6， P2S， P3が主柱穴と考えられ， P4 ~ P6 と P::l~ P25の柱f1JJ~li i1llidJ" 1 m 

後， P6~P25 と P3~ 114の柱間距離が 2m20cm前後をiWJる。 P2，P7が持f.1illlに対してijtf)出す。

ゆ ihl布、〉 均i助;の周辺に焼石が散在する σ 柱穴間の る。
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第33号土壊

。内

C 

a~ 

。H= 105. 7m 
一一 b 

d 

※住居跡;ピッ!、一覧表

く5>第 4詔 1号{主農獄l
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、

ο。円
P25 

b--ο 
第 2号住居跡。 --b

③物 Jば

命記1凶 p

"d.tl 

点)

P 13 

P 12 

c--

@ PlO 第 3号{主居跡 LJcQ--c 
α 

G 

aJi = 107 .6m 1PImp  -b' 

J
4』

く5>第 5図第 2， 3号住居跡

第 3号住居跡(S 1 03) く5>第 5図一

-碕;認状況> E7， E8グリッドにまたかーゥて村社uされた o'J:; í 閥、は表オ--Fの初色~L (l()

Y R%)で，柱穴は地山の8ft]黄担l色火山灰層で確認したの

く、ユf一泊itlラ.4~U')~j 平面i形は不明であり， 1~~松は 31119Ucm以上である。

も柱穴〉 カi跡周辺のヒ、，トは 12fli'ilであり， P:39， P14， P13， Fl(lカt主柱穴と;与えられ， 1コU-P14

とP39~ PIOの柱!百Hli離が 211125('111， P:19-Pl'lとPIO-P13のキ-十倍j距離が 2m80cll1をi[!llる。 P12寄 P18

が南北に張 1)出す。

< 'k}i跡) 'l:r i hl時:はむ主I1みであり，住居間;のやや南東寄りに している。
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第 2号住居跡 ~ l1@ 
。PlO

10 

※ピット一覧表

。H

。
P 37 (主

用品

跡居住口一勺円。第

。

珂
p
 

o G 

，~(} 

PつE 。
P27 。

P29 Ql 
P30 

第28号土噴

(0 
0 

(臼)第問土壇

第 5号住居跡

O 
P20 

i、ミ
にも
P 301 

にちi

om 

島 F44
~17 

。
P22 

。
P23 第26号土壇

日
。

P24 

。E。 e ¥0 

(3 (Q) 由。
。P18

P39 

第 3号住農跡 。
第4号住居跡

。

α0  
5 

Pit No P 1 P 2 P 3 P4 P 5 P 6 ド 7 P 8 P 9 PlO 

f~{ I品 107m より -41.5 -54.0 -73.0 102.0 -65.0 105. (J 一7:-}'() 8G.O 自2.0 --8S.5 
li'(iiil.2.ffiiからi来さ (cm) 8.5 20.5 36.0 48.0 9.0 45.0 11.0 20.0 B.O 1:). S 

Pit No Pll P 12 P 13 P 14 P 15 PHi Pli P1お ドHJ P20 
標高 107m より -89.0 -92.0 94.0 -120.:=i -125.0 115.0 107.0 114.0 -121.0 
時認ftllからj系さ (cm) 27υ 21.0 9.0 20.0 2Ci.O 15.0 10.0 16.0 14.0 ~J . 0 

Pil No P 21 P'i'i P2~i P24 P2S 上J2り P27 I】28 P2~J P30 
標高 107m より -132.0 135.0 一155.0 -146.0 -80.0 102.0 -83.υ 117.0 111. () -123.0 
確認i長iから t~~ さ (cm) 15.0 7.0 19.0 8υ 46.0 39.り 12.0 17.0 11.0 20.0 

Pit No P31 P32 P33 P34 P35 P::l(j ド37 P38 P39 
襟高 107m より 147.0 -lG5.u - 69.0 -84.0 -69.0 -71.0 82.0 -88.0 -112.0 
確認雨からi奈さ (Cll1) 14.0 12.0 17.0 27.0 18.0 20.0 5.0 9.0 L竺二。

く5>第 5密第2ヲ 3，ヰヲ 5， 6号住居跡
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第 i C， Tどnl
¥‘J ...、、.J..1. j

-碓認状況) A 4グリ、ソドの北東側に位置している。確認団iは明黄褐色火山灰層で

ある。

" -平面i!f;) 円形 !I 1~\~怯 ii 口f壬 1.0m， 長宅i壬 1 ぷm

堆iEl土の状況; 凹レシズ状に:lt+:lrlしているの

ピ断而の形:!-}¥> 円長1::1犬を呈している。 ji館長，2-Yiriからの深さ 11 110cm 

く竪・!えi主iの状HO 底面ii立岩盤に達し，起伏カ、ある。

r 造物tL\ j二tk~>(¥ It¥二j主物はな¥，、

8
1
 

U
i
 

-

-
't中
l

}
 -、・ズ.、.. F 

第 2号土墳 (SK02) 

-確認状~5D A 4グリッドの北西側に している。{確認[flIは明武褐色火山灰層で

ある。

第 3号土壊 (SK03) 

-確認、:1犬j兄) A 5グリッドの北側に している。昨認出は別抗間色火山灰層であ

る。

〈平田形〉 惰円形 11 iJ社主 ¥1 口径 1.7m，L主任1.7m

く堆積土の状況〉 覆土はほぼ一様であるが， J二雨 iに倒木;J1~~有;がある。

湖沼iの形状〉 袋:Ikを呈してし通る ii 石ri;~，2-[r'li からの深さ I1

くり主・底的!の状況〉 民THiは砂牒層に達するがラエドtllである。

く遺物出土:/-JdJD 出土遺物はないハ

玲， 1iHl'iUI")

第4号土墳(S K06) 

・舶;;-j，2、状況) A 6クリッドの北間1WJに(立置しているハ1i'{r;誌面iは Ujj 火111快!再で

ある。
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第 5号土壌(S KOS) 

〈位置・確認状況> B 3グリッドの東側に している。維認面は明賞褐色火山灰層であ

る。

〈平面形y 円形 11規模 11 口径 1.0m，底径 1.4m
※JjkWl土問

く~ j:tl~粘土の;I-k ~7t> 土質はほほ、一様である。問レンズ:17::に堆積している。

〈断面の形状〉 円錐状を呈している。 11確認出からの深さ 11 60cm 

(.~i長・底面の状況〉 底巾ーは:>Tt:iFl.である。

s〈i告物H1土状況〉 出土i安物はない n

第 8号土壊(S K30) 

@確認状況> B 3グリッドの南側に位置している G 昨認面は日月賞褐色火山灰層であ

る。

く平面形〉 円形 11規模 11 口径l.2m，底径l.5m
※jlHt'd.JN 

〈堆積:Lの状r5t> 上回に官lj木痕跡があるが，凹レンズ状の堆柏をする。

く断面の形状〉 円錐:1犬を呈している。 11確認面からの深さ 11 80cm 

〈壁・底面の状況〉 底面は平坦である。

ど遺物出土状況〉 出土遺物はない。

第 7号土壇(S K 16) 

く位置・確認状況> C 3グリッドの西側に位置している。碍認i而は明賞褐色火山灰層であ

る。

く平面形〉 円形 11規1'1411 口f壬l.Om，底f壬l.2m
※jlHl'(-L!N 

く堆積土の状況〉 覆土の土紫はほぼ一様で・ある。

〈断面の形状〉 袋状を呈している。 11碓認出からのj菜さ 11 50cm 

く壁・底面の状況〉 砂喋層に達し，鍋底:1えを呈している。

くi章物出土状況〉 出土遺物はない。

第 8号土墳(S K 15) 

-確認状況> C 3グリ、ソドの北西側に している。雌認而は明賞褐色火山灰層で

あるハ

円形 11規模 11 口箆l.Om，底径 1.7m
※:tfí~hU:l(!j 

く堆桔土の状j兄> jfO木痕跡、あり，下層まで撹乱されている。

市Jí閉め If~:1わ 円錐状を呈している。 11 ii存認雨iからの深さ 11 90cIli 

く ~i1: .底TMの;17¥~兄〉 民面は平tRである。

ど.J主物出土-tU~心 出 -J立物はない。
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第 9号土壊(S K29) 

-確認状況 C4グリソドの北東側に している。 で

あるロ

パド而Jfラ〉 円形 !|弘W;ii! 口在1.2m，I主任1.3m

下層まてイ到j木痕跡が入る。

1I確認面からの深さ 11 40cm 

第10号土壊 (SK17) 

-碍認、状況 C4グリッドの南東側に している。確認語iは明黄褐色火山灰層で

ある。 を掘り込んでおり，北側はやや掘り過ぎたようである。

くエr_;:面形〉 円形 II 'hQ松 11 口径1.3m号庇径 2.3m
※ JH~ fl'! !J(iI 

くよ佐和土の状況'. 覆土の土質はほぼ、」様である。

く断面の形状〉 袋状を呈しているの ii時認函からの深さ 11 95cm 

〈壁・底面の状況J 底面l土砂際層に達し，はは、平上1'1.である。

ぐ j宣物出二Ltk:~兄〉 5 > 1 がこI)~;il大j より出土。

第i1号土墳(S XOl) 

'確認:1犬j兄> B 4クリッドの北側 している。確認出は明武褐色火山灰層であ

る。南側で第 と底面iが接する n

〈平由¥形〉 円形 11 規松 11 口径1.3m，底径1.4m
※ 11l~h'lj'.WÎ 

くよ樹立土の状況〉 上回に倒木痕跡カtマウンド状にかぶさっていた。

く断面の形状〉 袋状を呈している。 11確認面からの深さ 11 l05cm 

く壁・底面の状況〉 底面は平:I:Jlーである。

く遺物出土状況〉 出土遺物はない。

第12号土壊(東) ・第12'土墳(西) (S 

-確認状況> B 4グリッドの西側に位置している。昨認聞は明黄禍色火山!夜間であ

る。二つ ており寺東側 しい。

而i11)万円 JI三 11 規V~ 11 1こI:(]:1. 9 m，低径 2.5m
※j:jHl'l二u百

1lH~h~[土の状況>東iRlJ の上面，西 mlJ は下層までi日j 本痕跡がある。

ι'r耐のIU:IK> 袋:伐を呈している。 ii確認而からの深さ 1I

くR.I忠商の状況、 西mUI土砂J母層に達し鍋!怠lえを呈している ο

4が底|立iよりI:t¥::l二。
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第13号土壊(S K09) 

-確認状況> B 5グ 1Jッドの南東側に位置している。確認面は明黄褐色火山灰層で

ある。

ど平田形〉 円形 11規模 11 口径1.1m，底佳l.Om
※堆千六土居

〈堆積土の状況〉 覆士下層まで倒木痕跡があるが，土質はほぼ一様。

く断面の形状〉 円筒状を呈している。 11確認面からの深さ 11 70cm 

ど堅苦・底面の状況〉 底面は砂礎層に達し，平坦で、あるつ

1丞物出土状況〉 出土遺物

第14号土墳(S K31) 

く位置・確認状況> B 5グリッドの南西側に{立置している。碍認面は明賀補色火山灰層で

ある。

く平面形〉 円形 11規模 11 口径 O.9m，底径 O.7m
※JjHl'i-!-_尉

く堆積土の状況〉 覆土上面に倒木痕跡がある。下層はほぼ、一様である。

く断頭の形状〉 円筒状を呈している。 11確認面からの深さ 11 75cm 

く壁・底顕の状況〉 底面は鍋底状を呈している。

〈遺物出土状況〉 出土遺物はない。

第15号土墳 (SKll)

く位置・確認状況> B 6グリッドの南東側に位置している 確認面は明賞褐色火山灰層で

ある。

く平面形〉 円形 11規模 11 口径1.0m，底径1.2m

〈堆積土の状況〉 覆土の土質ははは、一様である。

く断面の形状〉 袋状を呈している。 11確認前からの深さ 11

i〈壁・底聞の状況〉 嵐面は鍋底状を呈している。

く遺物出土状況〉 出土遺物はない。

第16号土嬢(S K22) 

60cm 

1 褐色j:(10YR4/4) 

2 褐色土 lOYR4/引

3|絹色土(lOYR4/6)軟n
4|放縞色土(1川 R5/6)

5 I T'(縞色J:(lOYR5/8) 

く位置・確認状況> B 5グリッドの北側に位置している。確認面は明黄褐色火山灰層であ

る。

く平田形〉 円形 11規模 11 口径 1.lm，底f圭1.6m
※ jj[fl'i::Uiti 

く堆積土の状況〉 凹レンズ状の堆積をしている。

く断面の形状〉 袋状を呈している。 11確認商からの深き 11 90cm 

く控・底面の状況〉 底面は平土日である。

く遺物出土状況〉 く5第③図-3・4，第⑤図 5が土境内より出二i二。
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第17号土墳(S K24) 

-確認状況> C 6グリッドの南側 している。確認面は明賞褐色火山灰層であ

る。

く平面形〉 円形 11 規模 11 1ヨ桂 1.2m，底佳 L9m

〈堆積土の状j兄〉 凸レンズ状に堆積している。

く断面の形状〉 円錐;1犬を呈している。 11確認問からの深さ 11 90cm 

く壁・底部の状況〉 南壁口接部が削平されている己底部はエF-:tD.である。

第18号土塘(S K 26) 

※Jtf;千日l-[:層

-確認状況> C 8グリッドの北側 している。確認面は明黄掲色火山灰層であ

る。

く平間形〉 円形 11規模 11 日経:l.Om，底f歪 1.8m
※.t1l~H'ij..)ì'Í 

く1財産土の状況〉 凹レンズ状に堆積している。

〈断面の形状〉 円錐状をiEしている。 11確認面からの深き 11 70cm 

〈壁・忠商の状況〉 底閣は平坦である。

く遺物出土状況〉 < 5 >第⑧図-14，15が土J車内底面より出土。

第19号土壌(S K07) 

く位置 a 確認状況> A 8グリッドの北側に位置している。確認面は明黄祷色火山灰層であ

る。

く平面形〉 円形 11規模 11 口f歪 L3m，IIまi.f1.4m 
※えí~fi'lj:層

く堆積土の状況〉 覆土の土質はほぼ一様である。

く断面の形状〉 袋状を呈している。 11確認面からの深さ 11 50cm 

く壁・底面の状況〉 底面は鍋底状を呈している。

|く遺物出土状況〉 出土遺物はない。

第20号土壊(S K25) 

く位置・確認状況> B 8グリッドの南西側に している。確認面は 山灰層で

ある。

〈平面形〉 円形 11規模 11 口径 O.9m，臨径1.3m
?芸J[tH'U二麗

dlli積土の状況〉 凹レンズ状に堆積してしミる。

く断面の形状〉 円錐状を呈しているの 11冊:認預からの深さ I1 80Cfll 

〈控・ j底面の状況〉 民間は鍋底状を呈している。

8曹三 5i第⑤図 6 が墳Il~ 出 J二G
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第21号土墳(S K 18) 

く位置・確認状況> C 4グリッドの中央に位置している。確認面は明賞褐色火山灰層であ

る。第22号土墳の東慨を掘り込んでいる。

く平面形〉 円形 11規模 11 口径1.1m，農径1.3m

く堆積土の状況〉凹レンズ状に堆積している。土質はほぼ一様である。

〈断面の形状〉 円筒状を呈している。 11確認面からの深さ 11 110cm 

〈壁・底面の状況〉 底面は岩盤に達し，やや起伏がある。

第22号土壊 (SK19)

※堆積土層

補色土(lOYR4/6) 

褐色土(10YR4/6j 

3 褐色土(lOYR4/4) 

4 I a音褐色土(lOYR3/4) 

畷褐色土(lOYR3/'1) 

褐色土(lOY

く{立置・確認状況> C 4グリッドの北西側に位置している。確認面は明黄褐色火山灰層で

ある。東側を第21号土墳により，西側を第23号土壊により掘り込まれている。

ど平面形〉 円形 11規模 11 口径l.lm，底径1.2m
※堆積土}習

く堆積土の状j兄〉 覆土は浅く，一様で、ある。

く断面の形状〉 不明で‘ある。 11確認面からの深さ 11 40cm 

く壁・底面の状況〉 底面は平坦である。

く遺物出土状況〉 く5>第⑤図-3が土壌内上位より出土。

第23号土嘆(S K20) 

く位置・確認状況> C 5グリッドの北東側に位置している。確認面は明黄掲色火山灰層で

ある。第22号土壌の東側，第24号土壌の北側を掘り込んでいる。

く平面形〉 円形 11規模 11 口径1.4m，底窪1.5m

く堆積土の状況〉 出レンズ状に堆積している。

く断面の形状〉 円錐状を呈している。 11確認面からの深さ 11 85cm 

く壁・底面の状況〉 底面は鍋底状を呈している。

く遺物出土状況〉 く5>第⑤図-4が土境内上位より出土。

第24号土壊(S K 21) 

※土佐穣土層

5丙e:t(lOYR4/4)炭化物密

③|褐色土(lOYR4/4) 

③|暗褐色土(10YR3/3)炭化物出

④|褐色土(10YR4/6) 

@I a音褐色土(10YR3/3) 

く位置・確認状況> C 5グリッドの東側に位置している。確認酉は明黄褐色火山灰層であ

る。第23号土壌に北側を掘り込まれている。

〈平間形〉 円形 11規模 11 口径l.Om，底径1.2m
話o佐積土層

く堆積土の状況〉 覆土の土質はほぼ、一様で、あるが，底面付近で堅い。

く断面の形状〉 袋状を呈している。 I1確認面からの深さ 11 50cm 

く壁 g 底面の状況〉 民面は平坦である。

ぐ遺物出土状況〉 出土遺物はない。
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第25号土壇 (SK33) 

. {J在認状況 D5クリッ 1，'の南東jNlJに して いる。 確 認而は 口 拐をL火山灰層てい

ある。

く1ドrfrilf~ > jIJ lf; 1I H~怯 I! 仁i任1.0m， I正信号1. m 
※j[Ht'iJ:仔j

どI財11〔土の:1Ji:わか L面にf到木痕制;があるが， [!:I:!レンコC:I丈に堆枯している υ

く出i17ijの)f;:1た〉 円封UJi:を呈している。 I!f許認前Iからのj京さ ji 90cI11 

tl，そ，底面の状j兄〉 併は下位で伝 f)IJ¥し，底i盈iは鍋!た:1えをしている

第26号土壊 (SK 

. t所:認状況〉 E57リッドの南西側に してしるる o 面iは fJJjil'L褐色火山灰)百で

ある。第 4号住居跡;の束iWJに している。

〈王nrrn日〉 円形 ii 対~;l~i 11 口筏 1.1m， )底f歪 1.:3lTl 

くJjt騎士0-:).~I犬 j兄〉 上国!に倒 :+~;J.王d五:あるが，覆土の土質はほぼ一践である。

〈断面の]Jヲニ17¥> 袋:1犬を呈している n il確認面からの深さ 11 70cm 

く壁・底而の状況〉 南側の壁がやや1l:~ f) 出し，底面は ~II\\底状を主ーする。

ど造物出土状況〉 出土造物はない c

※Jlf1¥'[.f./Vi 

第27号土壌(S K37) 

巴確認状況 E6グ IJッドの北iWJに している。はrVJ tl'L裕色火山灰層であ

る。第 5 南東側にある。

第28号土墳(S K38) 

• ti在32、状況> F 6グ1)、ソドの南東iWJに

ある。第 5号住居跡の北東側にある H

している。 iりi故福色火山灰!日で

く平面]f;~.、 円形 !!規模 11 仁i怪 O.8m守低i任l.()日1

〈、土佐積二仁の:IK?兄) 覆土の土質ははは1…誌である。

く民ij間め!日:1わ 設:1犬を呈しているの !i昨32而からの深さ 1I (:i(icm I 

くT:'底面の:l:J.よj兄〉 やは南!HIJで深く人 1)込む=底1Mは鍋底.t1i:を呈する c

笠物出土.t!i: ~I，ι 出二却はない η

※ jli~fi'ij:I\Yi 

A
-土「ひ
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第29号土墳(S K 13) 

-確認状況> c 2グリッドの高iWJ している n

る。

ど平面形〉 円形 11規模 11 口径 1.3m，底箆1.3m

く堆積土の状況〉 覆土の土質はほぼ一様で、ある。

く断面の形状〉 袋状を呈している。 11確認面からの深さ 11 45cm 

〈控・底面の状況〉 底面は鍋底状を呈している。

第30号土護(S K44) 

明貫褐色火山灰層であ

B 2クてリソドの東側に位置している。確認面は明寅褐色火山灰層であ

る。

〈平面形〉 円形 11規模 11 口f圭1.6m，I宜径1.5m
※:ijf;M了u百

く堆積土の状況〉 覆二l二の土質はほぼ一様である。

〈断面の形状〉 円筒状を呈している。 11確認面からの深さ 11 50cm 

〈皇室・底面の状況〉 底面は平土Rである。

〈遺物出土状況〉 く5>第⑥図-9，10が土壇上面で出土。

第31号土墳(S K42) 

く位置・確認状況> 1 9グリッドの北東側に位置している。確認面は明賞褐色火山灰層で

ある。

く平面形〉 円形 11規模 11 口径1.7m，底径1.8m

〈堆積土の状況〉 覆土の土質はほほ、一様で・ある。

〈断面の形状〉 袋状を呈している。 11確認面からの深さ 11 60cm 

く壁・底面の状況〉 壁は北側に深〈入り込む。底面は平坦である。

〈遺物出土状況〉 く5>第⑧図 9，く 5>第⑥図 8が土横内出土。

。出土遺物について

※:lHJriごL柑

1 1 U!1褐色ゴ:(lOYR:3/3) 

2 褐色ゴ..(lOYRι/6) 

l 褐色土(lOYR4/6) 

11;'1掲色ニ!:(lOYR3/4) 

グリッドを設定した Dラインから北側， 5ラインから西側では褐色土の第 2層上面iで遺物の

出土が多く，住居跡群に{半うものと考えられる。東側の傾斜面でも遺物の出土があり， とくに

F2・3グリッドで土器・石器が多量に出土した。その他土境内から復元可能な土器が出土し

ており，第 1号住居跡、，第32号土墳ではセ、ノト関係を把握できる資料も出ゴ二した。

般121は く5i 第[)図が第 1号住居跡出土土器， 第②図が第 2

第Q)~⑤③図が土境庁!こ仁土器， 第⑦図が F2・3グリッド

56 -
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第32号土讃(S K 14) 

〈位置・確認状況> C 3グリッドの北東側に している。確認面は明黄褐色火山灰層で

ある。

く平面形〉 円形 11規模 11 口筏1.2m，底筏1.7m
※tji精一1-1百

く堆積ごi:.の状況〉 覆土の士費はほほ・一様である。

〈断面の形状〉 円錐状を呈している。 11確認面からの深さ 11 60cm 

く竪，底面の状況〉 底面は鍋農状を呈している。

i¥逗物fii:上状況〉 く5>第③図のこ仁器が底面付近より一括fil ニL し i~ 0 1 

。H= 105.2m . -

く5)第15国第32号土護

楽番号は実ili'J図番号
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-⑬図が各グリッドおよび遺構の出土石器で構成した。

く5>第⑬図下に示したように縄文時代早期!の尖底深鉢形土器が 1，~~:出土している。 D 6， 

D 7， H 6グi)ッドの第 2層上聞にかなり散乱した状態で発見きれた。口縁部のli山十カt多く，制

部より下が少ない。外面の文様は口技部の幅 4.5crn以内に口辺部から瓜形状の事iJ突文がiH位に

5亨11.横位に 2列施され，服部に至っては斜縄文が施されている。刺突文，斜縄文の施丈以前

に横{立のナデで器産百が丁寧に調整されている。内面も横{立のナデで調整されている。

上記以外に出土した土器は縄文時代晩期前半のものであり，大ifli]B哩 B C式に比定される。

縄文時代晩期前半の土器について器極を分類した上で説明を加えたい。

j呆鉢形土器 aニく 5>第①図

底部より直線的に外{頃し， H阿部上半から口縁部にかけて内野し，制音[5上半て‘最大経をもっ O

大きさは大・中・小に大別される。大は器高が30crn以上て、あり，中は20crn前後，ノトが15cm前後

である。外国の文様は斜縄文を施したものであり，内面はミカキにより丁寧に調裂されたもの

が多い。口唇部は大体が平土日であるが，大形のものでも小波状を

にコブのつくものがあり，コブは二倍で一対である。

深鉢形土器 b= < 5 >第②図

るものがあり，中形のもの

a類に対して15cm以下の小形のものである。器形はほとんどかわらないが，口縁音[5に文様帯

をもつものである。外国の文様は口縁部に平行沈線をめぐらし，口唇部外1~1jに浮彫的手法で刻

目あるいは小突起をつけたもので，沈線より下にはこまかい斜縄文を施している。薄でで内面

のミガキも丁寧で‘ある。 b類には片口を付けたものが l点ある。

台付鉢形土器z く5>第⑦図

器高に比して口径の大きい鉢形土器に台がついたものである。器形をさらに分けると，深鉢

形土器b類に台がつき，器高が低くなったもの。器高が低く，頚部がすほ、まり，口縁部が強く

外反したものに台がついたものとなる。外屈の文様は口縁部から頚部にかけて沈線あるいは科

突文で平行沈線の他に羊歯状文， s字状文， c字文を施しており，はりコブのつくものもある。

胴部上半より斜縄文を施している。台は「ハ」の字状を呈し，台付部に C字状の刺突を入れた

ものもある。いずれも内外面にススが付着する。

鉢形土器=く 5>第⑤図-4

直椋的に外傾し， ~手彫的な磨消縄文で文様をすかミている。

香炉形土器二く 5>第①図… 2

第 1号住居跡から出土したもので原形は復元できなかったが，大略台イ寸杯形土器に透しおよ

び、突起をつけたものと考えられる。体部には浮)1;];的手法でK字類似文が帯状に展開する。

破!午より皿形ニ!二器と考えられるものもある。
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。鳶ケ長根凹遺跡実測土器のまとめ (1 

図版番号 I(工器 謹@口径@窓径。高さ (cm)

出 土 地 点 l⑥器表菌の主な文様(鵠整器内誌の誠整

0・一一一盆9) 

⑤口路部i尤線文下にま，.縄文/横位ナデ

※( )は

調胎ニt ⑤焼 成

篇考

U{ 

長r

女f

< 5 >第③図 2I① 台 付 鉢 形 土 器 ②16.0・一一・ (12.9) ③に<);'v、黄桔色④ 官 ⑤良 好

第32号土城内 |⑥口縁部沈線羊歯状文横位・縦位ミガキ ⑦外f(JÎ' 内 !IIÎ にスス付若、~iIJ{I妻子しあり

8. (:). (:) . 15 . 11 

/縦位ミ!J'キ

(';) 

ぷい寅樟色③比較的:j:ll ⑤比I1史的良

⑦外百II'内面iにスス付着

出直

宮:⑤良好

⑦外I自I• 1)'.1 [UIにスス付着



。鳶ケ長摂III遺跡実測土器のまとめ (2) ※( )は残存・推定寸法

図版番号 ①器 種 ②口径・底径・高さ (cm) ③色 調 ④⑦ 胎備 土⑤焼 成

出土地点 ⑥器表面の主な文棟(調整)/器内面の調整 考

< 5 > 3 ①深鉢形土器 ②(24.8)・一一・(18.8) ③税 色 ④ 笹J ⑤良 女子

第22号土墳内 ⑥口縁部沈線文下に斜縄文/横位ミガキ ⑦外面にスス付着

/、 u六 鉢形土得 ι・一一一・ (10.3j 'i'あムー 立子

第23号土境内 (玄)磨消縄文・沈線文/横i立ミガキ ⑦タト而・内而にスス付着

く5 5 ①深鉢形土器 ②25.4・9.6・32.1 ③明寅褐色 密 ⑤良 好

第 16号土J~W内 @斜縄文 /ナ ナ ⑦外国墨内部にスス付着，補修孔あり

く5 h 呆鉢形土器 10.2・(15ι) (主)にぶい黄櫨色宰) 密 ⑤良 女子

第20号土境内 ⑤ 斜 縄 文 /ミ tfキ ぐ号外面・内面にスス付着

く5>第@図 7 〈工)深鉢形土器合一・ 5.9・(13.9) CIDにJごい黄櫨色④ 密: ⑤良 立子
第27号土境内 ⑥ 斜 縄 文 /横位ナデ ⑦内面朱付着

く5>第⑥図-8 ①i架鉢形土器 ~ト-. 8.3・(7.6) ③によい黄滋色④ 窓: ⑤良 立子
第31号土壇内 ⑤横{立ナデ /横{立ナテ、 内面にスス付着

く5 9 を)深鉢形土器 ②(19.7)一一(13.2) ③に
第30号土横内 ⑤ 斜 縄 文 /ナ ア

く5>第(宣)図 10 CDt菜鉢形土器 .8…ーベ14.9) にぷい寅樺色④ 2己: H 
第30号土境内 @ 斜 縄 文 縦位・斜{立ナデ (⑦外部にスス付着

< 5 > l CD深鉢形土器 (2)(24.0)・一一・(15.1) (:3)明黄褐色 じD 宮、 ⑤比較的良
F3グリッド ⑤口縁部沈線文下に斜縄文/ナ デ ⑦外面にスス付着，内面一次火熱で争!日喜

く5)第グ⑦リ図-2 ①台付鉢形土器②2l.1・ べ18.2) ③赤褐色 ④ i言ム~i ⑤良 好
D 2 ッド

⑥口縁部沈静ぇ文・料突文下に斜縄文/ナ ア ⑦外出・内面にスス付着Sべjしト

く5 第出⑦土図-3 ①深鉢形土器②(13.4)盆 5.2'15.1 ③に~;~.い黄櫨色(主) 密 ⑤良 好
遺物 地点(へ図) ⑤口級官IS沈線文下に斜縄文/ミガキ ⑦外面・内面にスス付着:

く5>第⑦図-4 ①j菜鉢形土器 ②14.8・一一・(16.9) ③明ホ褐色 ④比較的密 ⑤良 好

F2グリッド ⑥ 斜 縄 文 /縦位ナデ ⑦口唇部コブ付

く5>第⑦図 5 ①台付土器 台部19.6・(9.1)③明貫褐色 ④ 密 ⑤良 好

F3グリッド ⑥無 文 /横位ナデ

< 5 >第⑨図 1 ①深鉢形土器 ②(24.6)・一一・(19.5) ③明黄褐色 女子
f 竹 d内 Nノ、 1)‘:; V ⑤主:i，縄文 /，/4fζ:宍をを Uf停止Lーこ、 /)→、、ニ1γ4 

く5>第⑨図 2 ①深鉢形土器②一一・ 7.5・(1l.8) ③糧 色 好
1 9グリッド、 ⑤横位ナデ /横位ナテ

ど遺5物〉第出⑨土図地(占い図3 ) ① 深 鉢形土器②(17.4) (20.8) ③によい，佐色④ 密 ⑤良 好

⑥;];-'1・縄文 /横位ナデ ⑦外部・内面にスス付着

く5第出②土図-4 (工)深鉢形土器 ②1l. 9・4.0・10.5 (4) 官J ⑤比較的良
遺物 地点(は図) 昏口縁部沈椋文下に斜縄文/積一位ミガキ ⑦外面にスス付若

遺s物う第出⑨:::t図地点(は図5 ) ①壷形土器 (芝ト一一.6.8・(7.6) 密 (Q)艮 女子
⑤ 斜 縄文 横{立ナデ

く5>第⑬図下 ①尖底深鉢形::f_器 29.0)・一一・(15.8) ③明赤褐色 @ 密 ⑤良 好
D6・7グリッド ⑥ロitZf部刺突文下に斜縄文/'ナ ア
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。小結

おいては第 l号住居跡を除いて平面形，規模が不明ながら石田い炉あるいは地床炉

をもっ 6軒の住居跡と断面が袋状・円錐状・円筒状を呈する33基の土墳を輪出した。出土遺物

により縄文時代晩期前半にその時期が考えられる。

では住居跡は台地の中央に集まっており，土;墳は{主屑跡に付属するものもあるが，

大部分が南側に集まっている。集高としては I~II 其)jの短期間に営まれたものと考えられる。

秋田県内では縄文時代晩期の集落跡として比定される遺跡はない。Il'大館市史』は大館市山

館上ノ山遺跡(第 l章第 3節参照)の調査で縄文時代晩期jの主主穴住居跡 1軒と袋状土墳を検出

したとしているが，住居跡の詳細についてはふれていない。今後の類例の増加を期待したい。

なお住居跡は炉跡を第 2層めの褐色土上国 L，柱穴を地山の明黄褐色火 までド

げて確認した。鳶ケ長根IV遺跡でもふれたが，この台地周辺の縄文時代の生活面i土地山

褐色火山灰層より上の面で確認できると考えられる。

。ィ主居跡のまとめ

{主 居 跡、 守々三I 平面形 規 模 j圭 7ム¥: 。~fi 5穿 (f立置)

第 l号住居跡 円 育三 3 m70cmX 3 m20cm 4 ~ 6 f置i地j末炉 (中央部)

第 2号住居跡 不 日月 3 m90cm以上 4 ~ 6 ，1閤 石囲い炉? (中央部)

第3号住居跡 不 明 3 m90cm以上 4 -51l古i石間い炉 (南寄り)

第4・5・6号住居跡 不 同母 不 明 4以上 地床1:戸? (不明)

v土墳のまとめ

土墳名 平面形 規口径E 底模径 z深(mさ) 
断面の

土墳名 平面形 規 ，底模怪 (m) 断面の
形状 口径 深さ 形状

第 l号土境 円形 1.0 1.8 1.1 円錐状 第17号土墳 円 形 1.2 1.9 0.9 円錐状

第 2号土壇 円 形 1. 3 1. 8 0.85 袋状 第四号土墳 円 7伝 l.0 1.8 0.7 円錐状

第3号土墳 楕円形 1. 7 1. 7 0.65 袋状 第四号土墳 円 形 1.3 l.4 0.5 袋状

第4号土墳 円 形 l.2 l.2 0.5 袋状 第20号土壊 円 元2 0.9 l.3 0.8 問錐状

第5号土境 円形 l.0 l.4 0.6 円錐状 第21号土横 不整円形 l.1 l.:5 l.1 円筒状

第6号土損: 円形 1.2 1.5 0.8 円錐状 第22号土壌 円 形 l.1 l.2 0.4 不明

第7号土墳 円 形 l.0 l.2 0.5 袋状 第23号土壇 円 背3 1.4 1. 5 0.85 円錐状

第8号土墳 円 形 l.0 l.7 0.9 円錐状 第24号土壌 円 青三 1.0 1.2 0.5 袋 :1犬

第9号土;駿 円形 l.2 1.3 0.4 袋状 第25号土墳 円 青3 l.0 l.5 0.9 円錐状

第10号土壌 円形 1.3 2主 30.95 袋状 第26号土壇 円 形 1.1 1.3 0.7 袋状

第11号土境 円形 1.3 l.4 1.05 袋 状 第27号土壊 円 資5 0.7 l.2 0.8 袋状

第12号土墳 円 形 l.9 2.5 0.6 袋 :1犬 第28号土境 円 丹ヲ 0.8 1.0 0.6 袋 状

第13号土墳 円 形 l.1 l.0 0.7 円筒状 第29号土墳 円 青3 1.3 1霊 30.45 袋 :1犬

第14号土;境 円形 l. 9 0.7 0.75 円筒状 第30号土壌 円 背3 1.6 l.5 0.5 円筒状

第15号土境 円 形 l.0 l.2 0.6 袋 :1犬 第31号土壊 円 売3 l. 1.8 0.6 袋状

i第16号土横 円 形 l.1 l.6 0.9 袋状 第32号土壇 円 背ラ 1.2 l. 7 0.6 円錐状

IL:第33号土墳 円 形 0.5 l.0 0.9 円錐状
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日本アイソトーブ協会

Code No. 

N -3966 

N -3968 

恥
す

γ B.P.年代

2780土 90yB.P.(2700土 85yB.P. ) 

2940::t 90y B. P. (2850土 85yB.P. ) 

;誇ケ長根III遺跡第17号土横内

鳶ケ長根回遺跡第16号土墳内

14Cの半減期 5730年(カッコ内はの値 5568年)にもとづV¥て計算さ

れ，西暦 1950年よりさかのはる年数 B.P.iとしてポされています。付記され
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j~ 計算されたもので、 14C

を2f古にJ立げますと

ニグ}

となりま なお lc1C 下代は必らずしも

代とひとしくなし 語1]注意下さいっ

一日



図
版
〈

5
〉

1

発~部:J1正 íl~ (i!!i，.来)

• 
•• 

‘ a 

‘ 
先制御干t1量(西伊東)



2 

図
版
〈

5
〉

土層 {南砂 ~t )

土層 (東怪酋)



図
版
〈

5
〉

3 、
官‘

住恥{+ff1)~と造物出 ニヒ状況 ( I蛍酔東)

，，; _+ "+':11"""-. ... • 4 .担

ー‘
， . ， 



F 

図
版

〈
5
〉

4 

.. ._ 

‘ー

‘ 

~ゐ

凶:>，
a目・eJ伊_---

. 

-p 
. 一司、

... 
4よ

泌物止1二七状況 {西11>JlO 

住居跡群と土郷軍手(j蝿11>310



図
版

〈
5
v
5 

~2 号{主制跡

(詩J"'-Iじ)

ー頃.. 

渇&

1;')3 ~;-li /~~ 

( i有 怯 ~tl

』軽石:LJfi 
(rnll> ~t) 



図
版
〈
5
V
6

第 1号t主街B持続誌、状況 (i菊炉m

第 1号住居跡検出状況(南惨北)



「ー

図
版
〈
5
〉

7 

戸-.. ζ、

土lJ'l(群E在露Zお(j兄(酒Il>-JlO

土壌苦手検出状況 (i活炉東)



図
版
〈

5
〉

8 

第6号ごI-;¥j¥j

( ~.・ 4正 )

~:;28号土犠

( i沼酔東l

第2~ ~;'l);~， 

'1Thi砂京l



図
版
〈
5
〉

9 

、λk-・三-
，;. 'f 1ド

. . 

ゅ場均一

， 

第21号土機

出寸.造物

お16号土JAii

H{土巡物

第128-上場{

出土造物



〈

5
〉

図
版

10 

土4費者宇i1i:f去{i菊'パヒ)

~32号土J席(i菊，・ ~t)



図
版
〈
5
〉

11 

ii'l2号土織

(~t ... 陶}

2日 3 号・こ|ニJ~i

( ~t "， ifj ) 

第11，12，12'号土現在

( ~t ... 筒 )



有i4 -1::・ 1 -，1\~

l ~t Þ> I$J ) 

図
版
〈
5
v
12 

;(¥19 '';' 1-，1¥¥ 
トItT>IHl

者mサ1:Jf.
、 ~t .砂 防j ) 



図
版
〈

5
v
13 

者¥29号t布告

uヒ惨溺】

あ8~}-t検

( ~t砂 市}

お16~:Iニ検

1北'南l



図
版
〈

5
〉

14 

第17号土検

(北ITm)

t高9号土峨

{北b尚)

m6号土1筏
(北ITi菊)



図
版
〈

5
〉

15 

者~27~. U渡

(~t .. 南}

~28J';;.土l廃

{北'砂崩)

第31号土鳩

( ~t .. 街)



図
版
〈
5

〉

16 

第 i号館，1m事出土二1・総

縄文時代早期の土総



第32号土験出土土総

図
版
〈

5
V
17 



図
版
〈

5
〉

18 

昔普土土出

イ/



， 

図
版
〈

5
v
19 

~ 土よ出



図
版
〆、

5 、J

20 

. . 
出 !i r. 



鳶ケ長根N遺跡

遺跡記号 K7T 

所 在 地 秋田県大館市軽井沢鳶ケ長根

調査対象面積 5，600m2 

調査期間 昭和54年6月21日~昭和54年12月8日
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。概要

路紘は東西に大きく ?J(が入る雨戸づきのず(:1)よ白地にかか勺ており，傾斜[fIiとわずかな千JII.部を

残して削ヂされる予定である。 115 m 前後で句現状は東mljカf荒地，凶jMlJが牧1/(1'也であった。

土Wiは東側か深さ40仁・mIgIJ f;去で，西側かj菜さ 60cm前後てJ血山のiせlず(褐色火111灰層にj主するJM

;IKについて 7 あ31lZ]にず;した円第 1層めがN，¥色二L層 (10YRヲイ)i'X'¥ 2層的がlJi'it!0色-1'.尉(10

YR%)第 3匙;めは時十品色二十 (lOYR)-{) となうている。第 1層めとm2 fff，;めのII¥J'二大ぬ汗

干i用カ a人 1)，i'f干I をとり IHIむように部分的に虫干月色-1' カ‘みられる、ーなお ".rMは牧 ['j'(5也にす

るr;奈月Ijユドきれている

造物の出二u土、 7 第 3liZ]に iJ ;したように第 2層内で多く，現場では 4クリ ドを 17 口

クとして〆 7>第 281-1'-の 叩土器の PR番号， :fi守誌の RQ番号を付してとりあげたコ

。検出遺構

fUi:I;-跡、が 1llq:， HjI主 iが 2 *1間交土器7Jr2基， 十会t-Hされた。 j)JI;'同通らf'I'{I¥す

る造物は少ないがいずれも縄文時代接期初頭の時期が考えられる。

H

G

F

E

O

C

 

く7>第 2題発掘調査定
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⑮ 

7- 土 114.8m

⑮ 

]_1土=1l4.6m 

⑮ 

H=113.9m a--一

C4グ1)ッド検出埋饗炉ー

-b 

-C2グリッド検出埋聾炉一

-coグリッド検出石組み炉一

一ー-b

くi>第ヰ菌 埋聾炉と石組み炉
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第 1号土壌 (SK01) 

く位置・何;認:IJ，よおか F 2グリリノ 1，'の出向側に位置している。硲認出はHi¥褐色二トー層であり，

f主面iは地山の時j黄禍色火山灰層に達する。

(. if~ 泊jf日〉長 PJlf; 11m松 11 長ililtJ1.75m，生¥i.ijlITI 1.2m 
※JftW土!説

〈断同[Iの形:1犬〉 日11.:1犬を呈している。 11確認面iからの深さ 11 10cm 

庶出の:j);:おか u~，はなだらかに iもち込み， J克[t[lは平jfIである。

ぐi主牧l出十.:lkHL/ 出 j'"i立物はないっ

第 2号土讃 (SK(3) 

・ E2グリッドの南東側に している。確認面は明寅掲色火

JJ ~ j'... 
，;1') /，;) 

e、λ1':Wiflわ長[11I巳

J口:千点二i冷の ;IK~兄y

11税政 11 長ilifll 1. (:j 111， ];'，ilIiITIO. 75 m 

詫土の土質はほぼ冷ね:である。

ぐl新ItLlのJf;:!K> J日i状を呈している。 II硲:記、出からの深さ 11 15clli 

くり.~ . J，在i百iの:1犬15L; 町ーはほぼまっすぐ落ち込み，底rfliは平i:fJである。

くi宣物出ごj'_.iJWD H¥こj'造物はないハ

第 3号土壌(S K(9) 

※.tHJtUJ("I 

ザご

-確認状況) C 7グリッドの中央に している。確認面は明黄褐色火山灰層であ

る。

く平面形〉 行i円j!ラ 11規1実11 長iIlfl11.55m，知車[11 0.8m 
※.tltfl'l二uす

く1口元21土の:1犬j比〉 複二Lの土質はほほ一様で、あ 1)，根てい動かされている。

く断固jの形:1犬〉 即状を呈している。 11確認面からの深さ 11 30cm 

く壁・底面の状17E'> 世はなだらかに子会ち込み，底面は凹 rl_l_Jしている。

くj立物出土状況〉 出土遺物はない。

第 4号土壌(S K 10) 

-肱詑、:lki7L) C 8グリいノドのpfjWlJに している。確認面は明黄褐色火山灰層であ

る【

九三n古i}f;> 時円形 111~~松 1I 長制11.35m， 7~L'袖0.95111
※:tj[，干支j'.層

く:ftHú土の :1大 ~5L> 凹レンズ状の1jt績をしている。中位に浮石が混在。

ぇ断面jのJF;:jJ，い 袋:1Ji:を主している ο I1冊:認而からの深さ 11 45crn 

〈世・底而の状況> fl;(はなだらかに落ち込み，底面は凹

〈遺物出土状況下 出土造物はないれ
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α旦=116.1m

αH=115.2m -

-b  

-'b 

三記芯乙玄室

④ 

α/ 

α~ 

/ α 

α. 

く7>第5盟第1， 2， 3ヲヰ号土護
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第 5号土壊

寸前忍状況> D 4 グ 1) ッドの東1~1jに している。確認面は明黄褐色火山灰層であ

る。

〈平fi'ii形〉 円形 11規模 11 口f壬 O.9m，底f壬l.Om

く堆積土の状況〉 上面より 4層に大きく分れる。

〈断面の形状〉 円筒状を呈している。 11 確認面からの深き 11 120cm 

ど昨:・底面状況〉 底面は鍋底状を呈している。

くj室物出土状況〉 出土遺物は少量の土器片だけである。

第 8号土壊(S K07) 

-確認状況) B 7グリッドの南東側に

援堆fl1i二L層

している。確認面は明黄褐色火山灰層で

ある。

ぐ平田形〉 惰円形 11規模 11 口怪 1，2m，底径 1.2m

く lH~積土の状況〉 下層まで{主:Ij;:t、痕跡があるが，凹レンズ状に堆積する。

く断面の形状〉 袋状を呈しているの 11確認面からの深さ 11 110cm 

く壁・底面の状況〉 底面はほほヨド土日ーである c

く遺物出土状況y 出土遺物はない。

※J佐fi'l土!留

第 7号土壌(S K06) 

く位置・確認状況i B 6グリッドの南側に位置している。確認面は明寅褐色火山灰層であ

る。

〈平面形〉 円形 11規模 11 口径:O.9m，底f壬l.Om

く堆積土の状況〉 覆土の土質はほほ、一様で、ある。

〈断面の形状〉 袋状を呈している。 11確認面からの深さ 11

! <壁・ l庭面の状況> j庭面は鍋j底状を呈している。

く遺物出土状況〉 出土遺物は少量の土器片だけである。

第 8号土壌(S K番号なし)

-確認状況) C 7グリッドの南西側に

ある。西から束に溝:1犬の撹乱が入る。

※:!ft智d:1脅

している。確認面は明黄褐色火山灰岩で

く平面形〉 楕円形 11 規棋 11 口在 O.9m，底在 O.9m

く堆積土の状況〉 覆土の土質はほほ、一様である。

〈断面の形状〉 袋状を呈している。 Illi信忍而からの深さ 11 55cm 

く壁・底面の状況〉 底面はやや中央がもり上がっている。

〈遺物出土状i兄〉 出土遺物はない。

円。
円凸

※准干責ご上層
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第 9号土横(S 105) 

〈位霞・確認状況) A 7グリッドの南西側に位置している。確認面は明貰褐色火山灰層で

ある。 南側は調査区外で確認できなかった。

ど平面形〉 円形 11規模 11 長軸 3.4m前後
※井tflけ，層

ぐ土佐積土の状況〉 覆土の土質はほほ一様で・あ 1)，上面に焼土うく。

く断面の形状〉 肌状を呈している。 11確認面からの深さ 11 35cm 

<~iÎ .底面の状況〉 慢は素直に落ち込み，底面は平:IJI.である。

くj毒物出土状況〉 ピット内よりく 7>第⑫図-20が出土。

第10号土壌

・確認状況> B 10グリッドの南東側に している。確認面は明賞褐色火山灰層で

ある。南iMI]は調査区外で確認できなかった。

ピ'1(.[1出形〉 円形 11規模 11 長車rtl3m 前後

くJ住干fl土の:f-jWV 覆土の土質はほぼ一様てρある。底面に炭化物多い。

く断面の形状〉 血状を呈している。 11時認留からの深さ 11 15cm 

く壁・底面の状況〉 監はなだらかに落ち込み，底面は平担である。

くi宣物出土状況〉 出土遺物はない。

溝~'犬土墳 C 19グリッドの南側に検出された。

関口部(長軸X短軸m)I 底面(長軸×短軸m)

ロ

3 .OOXO. 35 

b-'-

bJ::!:=114.2m _.一
a.一一

3.15XO.15 

一--a

く7)第 7盟溝状土護
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⑮ ロ
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⑨ 

G一一

。H= 115.6m 
-一

。H=115.4m
‘ー

く7>第 S密 第雪号警第10号土壌
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。鳶ケ長根W遺跡における出土遺物の概要

調査区の14ラインより東側で多量に遺物が出土した。出土遺物は縄文土器，弥生土器，土製

品，石器および石器用原石である。 14ラインより東側で出土した土器，石器については現場で

それぞれの出土地点を記録して行った。記録した土器類は一括土器を含めて 7，332点であり，

石器類は 962点である。出土遺物の総数は土器禁{が約 8，000点，石器類が約 1，000点である。

出土した土器について本報告では時期毎に I-V群まで次のように分類した。

第 I若手土器:縄文時代早期iぐ7>第①-@i図 第II群土器:縄文時代前期<7 >第③-@図

第III群土器:縄文時代後期く 7>第@-@図 第IV若手;土器:縄文時代晩期ど 7>第@図

第V群土器:弥生時代く 7>第⑬-@図

出土した石器について本報告では形態毎に a-kまで分類し，使図に示した。

a トランシェ様石器く 7>第⑬~(@図 b:箆状石器<7 >第@~⑬図

c 石錐<7 >第@!-@図 d :石匙<7 >第@-@図

e f K:その他の打製石器<7 >第@@@@@図 k :石鍛く 7>第@図上

g : [耳石く 7>第@)-@図 h 磨製石斧く 7>第@国

i 石錘く 7>第@図上 i j k: 1鞍石・石血，その他の石器

石器の出土地点については付図に形態記号と捜図番号を合せて付している。

なお土器類・石器類の出土層位はく 7>第 3図に示したように地山の明黄褐色火山灰層より

上層の第 2-3層間に集中している。各時期jのものを層位的に分けることができなかった。

第 I群土器

縄文時代早期!の土器を本群とする。出土点数は約 5，000点である。

第 I群土器については掲載した拓本の第①図~第@図を通して番号を打っており，出土地点

を石器類の出土と合せて付回に示し，付図の番号と一致するようにした。出土地点はおおよそ

台地東側の南西部・北東部の緩斜面に集中し，台地の先端に対して開く円弧状を呈している。

本群の土器は復元できた土器が l点だけであり，分類については文様要素・構成により行-っ

た。したがって文様帯のある日縁部・頚部付近を主に取り扱い，胴部については若干を限定し

て取り扱っている。器形の変化，各種部位の観察はまとめて検討した。

本群のうち貝殻文系の土器が大部分を占めている。 1- 337までが該当し，考察を加えた。

文様施文は A:貝穀腹縁文， B 棒状工具による刺突文， c 沈椋文を要素ーとして構成され

ている。分類は各文様施文要素を施文の方向性で分け，寄要素が組み合わさる文様構成について

も要素の方向性と結びつけて考察をした。器表面に殻表面・穀頂面を庄痕したもの， JJ主主主条痕

文だけを施文したものについては器内面の調整と合せて考察を加えたG

。文操講戒について
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くA> 貝殻腹縁圧痕文=く 7>第①~⑨図

a .羽;1犬施文

イ・器表面に対し，穀表面・殻内面を交互に上にして30~60度の角度で「く J の字状を縦

位に圧痕し，それを横方 r~IJ に連続して施文して行くもの。

口動①殻表面を上にして30~60J支の角度で圧痕し，横方向に連続して施文して行くものと

②殻内面を上にして30~60度の角度で圧痕し，横方向に連続して施文して行くものが，

「く J の字状に組み合わさるもの G

ぐA> aイの下にくA> aロ①あるいはくA> a口②が組み合わさるもの。

※「く」の字状のものカリ段半以上のものが多い。

ニ・くA> aイあるいはくA> aロを rVJ字形に置き換え，縦方向に施文して行くもの。

※本遺跡においては最も多い文様構成であり，刺突文との組み合わせも多い。

b .斜位，縦位，横位施文のいずれかの施文だけを連続して行くもの。

イ・器表面に対し，殻表面・殻内部を上にして30~60度の角度で左傾または右傾させて圧

痕し予横方向に施文して行くもの。

ロ・器表面に対し，殻表面を上に平らに圧痕し，横方向に連続して施文して行くもの。

ハ，器表面に対し，殻表面を垂直に圧痕し，横方向に連続して施文して行くもの。

c .斜位，縦{立，横位施文を部位により変えているもの。

イ・くA> bイとくA> bロを組み合わせたもの。

来くA> bロが下になるものが多い。

ロ・ くA> bイの左傾あるいは右傾したものをやや間隔をおいて組み合わせたもの。

ハ・くA> bハに対し，下に間隔をおいてくA> bイ， くA> bロを組み合わせたもの。

※口縁部が山形状を呈するところや頚部の段のあるところで組み合わせが変わる。

ニ・くA> bイの左傾あるいは右傾したものを交さするように組み合わせたものの

くB> 刺突文 z く7>第⑫図

刺突は角棒状工具，丸棒状工具，竹管状工具，竹管状のものを二分のー・四分のーに半載し

た工具によるものとがある。特異なものとしてはこ列の引っかき状のものがある。

a .刺突文を横方向に連続して施文して行くもの。

b .刺突文を斜め，縦方向に連続して施文して行くもの。

どC> 沈線文=く 7>第②図

a .一条が一対で横方向に施文して行くもの。

※断面は凹形を呈し，強く施文されたものと弱〈施文されたものが組み合わさる o

b・二条が一対で縦方向に施文して行くもの。
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※沈線文だけではみられず，貝殻腹縁庄痕文と刺突文との組み合わせでみられる。

c・平行沈線文で山形状あるいは波状に横方向に施文して行くもの。

※<  C > aとの組み合わせで地文されている。

d .一条の沈線、て、、山形状あるいは波状に横方向に随文して行くもの。

※断面は IUJ 字状を呈する。

e .貝殻腹縁庄痕文で羽状に圧痕したものを沈線文で表現したもの。

A十 B> 貝殻腹縁圧痕文と車iJ突文との組み合わせここ<7 >第⑪~⑬図

⑤・ぐA> aとく B> aとの組み合わせがある。

※刺突列が「く」の字形の中位にくるものと「く」の字形の下位にくるものとがある。

⑥@くA> bとく B> aとの組み合わせがある。

@・くA> cとくB> aとの組み合わせがある。

※③・⑥・@ともに横方向の刺突列で文様帯の最後をしめくくる場合が多い。

③貝殻腹縁庄痕文が集合するところに 1個以上の刺突文を付属的につけたものがある。

くA十 C> 貝殻腹縁圧痕文と沈線文との組み合わせニニく 7>第⑬⑫図

@・くA> bイとく C> aとの組み合わせがある。

平行沈線の間備を広くとり，中に貝殻駿縁圧痕文を連続して施文して行くもの。

⑥・貝殻腹縁圧痕文とく C> aあるいはく C> bとの組み合わせがある。

イ・横・縦方向の平行する沈線の聞に横位・縦f立に畏殻腹縁圧痕文を施文したもの。

ロ・横・縦方向の平行する沈線に接して横位・縦位に貝殻腹縁圧痕文を施文したもの。

@.くA> aロと沈線文との組み合わせがある。

員殻腹縁圧痕文を横方向に連続して施文した間に沈線文を ~I いたもの。

③・<C > cに付属的に貝殻腹縁文圧痕を施文したものである。

受沈線文と組み合わきるときは斜位の旦殻l腹縁佳:J度文で文様苦をしめくくる例が多い

ぐA十 B+ C> 貝殻腹縁圧痕文と刺突文と沈線文との組み合わせ=く 7>第⑬-@図

③・ <A + C>⑥とくA十 C>⑥イの組み合わせで・平行沈線の間に刺突安IJが入るものである。

口縁部が山形状を呈する中央に縦位の沈線文を，左右に口縁部に平行な沈線文を引き，そ

の間に と料突文を地文するものである。

(12)鳴くA> bイとく B+ C>⑥が組み合わさるもの

来この場合の貝殻腹縁庄痕文は口緑、部に沿って横方向に連続して地文して行くものである 0

6・くA十 C〉⑤の貝殻腹結文の下に刺突亨IJを入れたものである。

(む s くA+C>⑤ロに付属的に刺突丈を施文したものである;

@・ C> cを上にくA トB>⑤を下に施文したものである。その他パラエテーがある。
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〈呂+C> 刺突文と沈線文の組み合わせ二こ<7 >第⑫@函

@・<B > aと<c > cの組み合わせがある。

〈五)・<C > aの間にぐ B> aが施文きれるものがある o

@. C> bの問に<B > bが施文されるものがある。

。器形について

口縁部の形状は平縁，波状，山形に大別きれ，平縁の中にも口 よる

安IJEIを施文したものが多い。 どA> ・ <B ・ くC〉の要素が組み合わさるものは口縁部が山

形を皇するものが多い。 く7)第匂)図に示したように無文のものも多様である。

口頚部の形状は比較的まっすぐに外傾するもの，ゆるやかに外反するもの句段をもって

するものがある。外反，内轡する位置は口株部に近く，短い変化である。

底部はいずれも尖底で砲弾状あるいは乳頭状を

。文様帯について

るが，口縁部との接合関係は不明である。

文様弗;の幅はどA〉ラ B ヲ どC 安
}

としたものは 5cm前後手 くA十 B は 5

~ 10cm， くA十 c はlucm前後， どA+δ 十 C は10cmt1、上のものが多い。

により広くなる傾向がある。なお口頭部に段をもつものでは段の下にも文様帯がある。

く〉芭調@犠土@焼成について

色調はに v)~. V '¥黄櫨色を呈するものが多く，明赤褐色，赤褐色を呈するものもある。胎土は比

較的級生:であるが，酸化鉄粒子，白色岩末を含む。焼成は比較的良好で、ある。

。員穀文来土器のまとめ

文様は貝殻腹縁圧痕文では羽状に施文したものが多く，良殻腹縁圧痕文・刺突文・沈線文の

組み合わせも多様で、ある。胴部の器面調整は内外面をナデあるいは貝殻条痕文で行っている。

文様の構成，器形等から縄文時代早期中葉に時期jが考えられる。従来の東北北部の型式から

は:IJ;J(切沢式一→物見台式のl序列の中 られる。

沢遺跡出土のものに類似点を見出し得るが，今後さらに検討して研究報告にまとめたい。

338~342はいずれも薄での土器片であり，

338~340は器表面に撚糸文を施し，器内面は

しているの341は器表面に

{立の撚糸丈を施しているが，内面はナテ、であ

るo 342は山形状の口縁部を呈し司

縄文時代早期の土器の施文凡例

条のrlJ日がある を施しておf)_内面はナ AF--2一-一三一%
、、写
J

lUl 輩。
剥突文 沈線文デである。いずれも =rl寺実rJが考えら

オLる!
?王様方向の持 ι圭主iニ，品丈主トに í~!l L人
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第 II群土器一<7 > 

縄文時代前期の土器を本群とする。出土 相対的に少なし出土点数は約 190点である。

B8， B9， C8， C9グ I}、ソドに多く出土している。

に示したのはいずれも深鉢形土器の口縁部， ij[iiJ部，底部破片である。

日綾部の文様は縄文により施文されており，施丈方法でいくつかに分類される。

一一包 を地文したものく 7 1‘ 2・11・1L

b 斜縄文を施文したものく 7> 

c 付加条で上の撚~Viを離し

C2 付加条で上の撚紐を

8 

きつけ地丈したものえ 7 6・7・9

きつけ格イー E-!状に一地文したものく 7 3~5 

10 ・ 13~15

口総部の器形はほとん

を殖す。 11は口縁部が山形状を呈L，

るカ三口 き出したものがあり， 1 . 2では安IJ日

をもっ Q 9も口縁部カtゆるい山形状を呈し，

も付加条縄文が圧痕施文されている。文様により 16~18 . 21 ~25が口 fi;支部と按合関係にある Blllj

部ラ底部と考えられる。平底で底辺部が突き出しラ安定性があり『底部外而まで縄文が;施文さ

れている。 16は底部よりまっすぐ立ち上がり，外{頃するもので，器表面の文様は服部上半から

下半にかけては付加条縄文の格子日文が施文され，底辺部付近ではその原体を横{立に

している。内部はナデ、で調整している。 3~5 の口縁部が接合資料ーとも考えられる。

a~C の口縁部，腕部ラ底部はいずれも縄文時代前期初頭に時期が考えられる。なお色調は

にぶい黄撞色を呈 L，飴土は比較的粗く，

焼成も比較的不良である。

19は1阿部破片で器表面は多軸絡条体回転文を施文している。 20は口縁部破片で知し、口械部に

給条体を横位に圧痕施文し，その下の隆線文に刺突文を施文している。胸部は羽状縄文を施文

しており，経緯文の下に綾絡文がみられる。 19・20は前期末葉に時期カt考えられす!円筒下層 d

中に繊維を混入したものが多くみられる。

式に比定される。

。議ケ長根W遺跡実測土器のまとめ(1)

第 I群土器

成①器 種②口議 s 鹿掻ー高さ (cm) ③色 調④胎
⑧器表面の主主主:様(襲撃器内関の調整 1J欝

②(22.4)一一一(10.6) ③赤褐色 ④比較的組
/貝殻条痕文 ⑦外面にスス

29.0)一一・(29.4) ③灰黄褐色 ④密 ⑤良
/ナ デ ⑦内部・外面にス

第五群土器

つω
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第III群土器一<7 > 

縄文時代後期の土器を本群とする。東側に広範囲に分布し，出土点数は約1，500点である。第

III群の土器は深鉢形土器が多く， {支鉢形土器は l点だけである。土墳内から出土し

土器，土製品も含めた。 深鉢形土器を文様の構成で分、類すると以下のとおりである。

a
 

幸子縄文を施文したもの 7 第@図 10 . 11， 

11は底部よりまっすぐ外傾L，口

るものであるつ 13は口

b :斜縄文を地文にし

~23 

に棲

強く外反して 5つの山形状を呈するものである。

沈純文を施丈したものく 7>第@国-2ヲ第(喜j凶-4他

口縁部付近で外反する。 1本の沈報文を大きく蛇行

させて文様を焔丈している，， 4は埠設十22である。)服部がゆるやかに外傾するつ 2本の王子行沈総

文を縦{立に施文しラ制部を四等分、し，その間に長円形高蛇行する沈結文を施文している。

Cl 斜縄文を地文にして仁! ら)j阿部にかけて平行沈線文で区画された るもの 7

し第(~fÌ)図 5 . 7 

1は埋斐炉である。底部より外傾し，胸部中{立でふくらみヲ制部上半ですはみー仁Ui該部が外

反している。日持部は無文の権合口縁で山形状を呈している。山形は 8~9 つであり，その下

に突起がつくようである。口縁部から胴部を 3段の平行沈線文で区i鼠!，その間に「の」のた

あるいは波状に蛇行する沈線文を施文している。 5は複合口綾部の山形の下に指頭圧痕が押さ

れラその下に「の」の宇状，渦巻:1丸蛇行する沈線文を施文している。れま複合口綾部の山形

の下に刺突文を施した棒状突起がつきラ蛇行する沈線文が胴部の下半まで施丈されている。

C2 無節の斜縄文を地文にしてClの文様帯をもち予平行沈椋文の間が磨リ消されているものぐ 7> 

第@図-6，第@図- 8

6， 8は埋設土器で器形の特徴はClと同様であり，復合口縁部が山形状を呈し，山形は 5つ

で為る。口縁部から摂訟の平行沈掠文の問と「二九字:1犬を呈する~;'仁志家丈の間を磨り治しているの

d :幸子縄文を地文にして口縁部にせまく沈線文をめぐらすものく 7> 

12は口縁部が平縁を呈し， 3条の平行する沈組文問は「ノ 'Jの字状の沈線丈で区画されている o

e 斜縄文を地文に施文せず，蛇行する沈根文だけを施丈したものく 7>第ω回一 3

3は士!日を土器で寸:五が伴う。口縁部に沿って 3条の沈線丈がめぐり雫 下は蛇行している o

f 沙.irs史立-の間隔がー牢で交互に!者消縄文を施文するものく 7)第帥阿 部.26 ' 31 

g 隆椋文に刻正利突丈を施し，'1尤線文と併用施文するものく 7 第@図・ 39他

いずれも縄文時代後期初頭の時期に位置づけられる。大きくは斜縄文を地文にして沈線丈を

施文して文様構成するものと沈練丈の間を磨H与するものに分けられるつ Cl，C2の関係からはほ

系統をーにする土器群て、あ l人青森県の I-)j要内 I式以前の!?J式に比定すると考えられる。

-132 
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。鳶ケ長根IV遺跡実測土器のまとめ(2)

口一
h
d
k
a小

品
一
番
地

問
一
版
土

第
一
閤
出

リ

/

)
け
ノ

力
/

A
吐

ヴ

t
/
¥
戸
し

※( )は残存・推定寸法

①器 種②口掻・底桂・高さ (cm) ③芭 調⑧胎 土⑤焼 成

⑥器褒酪の主な文様(調整)/器内面の競整 ⑦備 考

①j架鉢形土器 ②40.4・一一一・ (36.2) ③明黄褐色 ④比較的粗 ⑤比較的良

⑤斜縄文・沈娘丈 /横位ナデ ⑦埋喪炉，外出・内面にスス付着，二次火熱剥落

2 ①探鉢形土器 .2)一一一 (30.5) 号明主褐色 ④ 京、 (玄j良 好

⑤斜縄文・沈おji文 /横{立ナデ ⑦埋褒炉，外面にスス付着

く7 第〈母国一 3I①深鉢形土器

B 2グリッド |⑥沈椋丈

5)…ーイ22.0) ③明寅褐色 ④比較的粁! ⑤比較的良

/横位ナデ ⑦理設土器，外面にスス付着

くわ第(お回 4 I①深鉢形土器 ②(33.5)一一一(24.9)

F4グJ)ッド l⑤斜縄文・沈純文 /横位ナテ月

灰色④密 ⑤良好

⑦埋設土器，外面にスス付着

< 7 >第⑪国一 5I①深鉢形土器②(35.3)・一一・ (35.9) ③明黄褐色 ④ 密 ⑤良 好

O R P 157 1他 I 斜縄文・沈線文/横位 .*iit位のミガキ ⑦一部に二次的火熱による華Ij落

iぐれ第@図 6 I①深鉢形土器②20.6・9.1・23.9 ③明貰褐色 ④ 密 ⑤良 好

CZグリッド |⑤磨消縄文・沈続文 ///J横位・縦位のミ 1]"キ ⑦外面・内部にスス付着

く7 第@図-7I①深鉢形土器②(21.1)'8.7・24.1 ③赤褐色 ③ 宮、 ⑤良 好

B'-RP517他|⑤斜縄文・沈総丈 /横位・縦位のミガキ

< 7 >第@図 8 ①j架鉢7f~土器 ②(20.4い一一・(18.7) ③明貫褐色 (正〕 容J ⑤良 前4

B'-R P334地 ⑤磨消縄文・沈線文 /K.iit{立のミガキ ⑦外部にスス付着

く7>第⑪図 9 CDi菜鉢形土器 13.5・(16.5) ③明黄褐色 ④ 密 ⑤良 良子

F4グリいノド ⑥斜縄文.~土線文 ///*従f立のミガキ

く7>第@図 10 ①j菜鉢形土器 .2・10.0・33.0 (玄)ケド褐色 ④比較的組⑤良

B-RP101他 (⑤斜縄文 /横位ナデ 内面にスス付着

< 7 >第@図-11 ①深鉢形土器 ②28.9←一一・ (32.0) CZ)明賞褐色 ④比較的手[1 ⑤比較的良

B'-R P309他 {玄)斜縄文 /ナ ア ⑦外面にスス付着:

く7>第@図 12 ①j架鉢形土器 ②36.4・一一・ (45.8) ③明黄褐色 ④ 密 ⑤良 女子

G-RP ⑥斜縄文・沈線文 /ナ ア

く7>第@図 13 ①深鉢形土器 ②(29.2)・一一・ (20.9) ③明赤褐色 ④比較的組 ⑤比較的良

O-RP103他 ⑥斜縄文 /横位ミガキ ⑦外面にスス付着

く7>第⑪図 14 ①深鉢形土器 一一・ 8.1・(13.4) ③赤補色 (生) 也、 (Q)艮

V-R P25他 ⑥斜縄文・沈線文 /横位ミガキ ⑦外面にスス付着

く7>第@図 15 ①i支鉢形土器 ②(20.7)・(9.2)・5.3 ③灰賞褐色 ④ 第、 ⑤良 立子

お-RP28他 ⑥沈線文 /ミガキ
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第N群土器一<7 > 

縄文時代晩期の土器を本群とする。出土点数は約 100点であり， 14ラインの東側南西部と西

側の K20グリッド内からの出土が多い。<7 >第⑪図-1~ 50 

lは大形の深鉢形土器であり，口縁部が内管している。口縁部から胴部上半に斜縄文が施文

されている。整形は相求で器壁は凸凹し，口総部内側に巻きょげ痕が残る口 2Iま鉢形土器であ

り，底部より内管ぎみに立ち上がり，口綾部が知く外反する。顕部に沈純文が3条めぐり，

列のはりコブが付く。制部に斜縄文が施丈されている 3は探鉢形土器， 4 ・5 ・6は鉢形土

器の破片ーである。いずれも縄文晩期中葉に位置つけられ，大洞C2式に比定される。

第Y群土器 く7) 

弥生時代の土器を本群とする。出土点数は約 300点であ i人 広範囲

¥，-，ずれも各部位の破片であり，器極は不明である。口組:音1$は

している。

される。

a : iji.行沈組文と交瓦刺突文を施文したものく 7〉 1・12・13

12は 2 条の平行沈総文の問に交互刺突丈を施文している。口 j:à~音15は平縁てーあり，仁i 唇音15 をiji.

;引にしている。 1は弧状を呈する王子行沈純文の間に交互利突文が施文されてお i人連弧状に組

み合わせている。頚部のドは結節出転丈で!豆血iされ，腕部には羽状縄文が施文されている n な

お口綾部に突起がつく。 13は平行沈線文の下に鋸歯状の交互利突文が施文されているハ

b 横位の沈線文ラ車IJ突文を施文したものど 7 第制~;<I-- 2 . 3 

2は口縁部に横{立の沈線文を多条に施文し， 沈*泉文と るように刺突丈を施文して

いる。 3は山形状の口縁部に沿って数条の沈結文を施文している。

Cl 斜縄文を施丈したものく 7)第品図- 7~10 ゅ 15 ・ 17~19 ・ 21 ・ 22

口辺部に沿って短い斜縄文を施文している。 15，22はやや横{立の施文である。 17~19は口縁

部が外反し，上位に軽〈段をもっo 7 ~10は下に結節回転文を施文している。 10は籾痕が付く。

r'') 
'
f

乞 したもの 7> 4~6 ・ 11 ・ 16 ・ 20

口縁部に平行して二列の結節回転文を施文したものである。 ClヲC2が口

多い。 4は口縁部が強く外反 L，2Clは複合口縁でありヲ 11は特く段をもっ O

d :羽状縄文を施文したものく 7>第図 24・25

25は口界吉15を平坦にしてu唇部に縄文を地文してしミる o

e 帝状縄文を施丈したものく 7> 

2~-3は若状縄文を交友に左{立し右側させて抱文したものでヲ日紋部が強く外!乏している。

j也の部伎については14・37・38が頚部で連弧文あるいは山形文を施文している。 1同部は帯状

縄文を地文したものが多く，他に縦位の縄文，ミJ;，J状縄文力:施文されている。底部は平底で底辺

部カi突き出し司安定Y!:がある。いずれも弥生時代後期に位置づけられ匂うだ_:E山式に比定されるつ

も数が
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鳶ケ長校IV遺跡出土の石器および石器素材は約1，000点であり，そのうち石器として調整痕の

認められたものは 300点である。本報告では形態毎に分類し，捜図に示した。

a トランシェ様石器<7 > 1 ~54 

トランシェ様石器は箆状石器の 156点についで出土点数が多く， 54点出土している。

時氏が の中でその剥離技法につい している。

迂) 石器の刃部は石器の111でもっとも古い面をなすこと。

石器の形態は台形か，二等辺三角形をなすこと。

その形態について 3分類しているが， 示すようにイ~ニ

は台形守 口は知冊形写ノ、は形を平ーするものであり事ニは

が強くとくに分担した。

号

fi形を

している。イ

るが刃部の傾斜

b 箆:1ーた石器ぐ 7 1 ~ 156 

箆:Ik石器についてもトランシェ様石器同様のイ~ニの形態分知を行っているの

恥
(
〔
ハ

ι)晶
ハハレニ

ハ
U

ハ

円
1
1
U
ロ

ハl
U
ω

〔

ιωイ

。トランシヱ操石器

番 土 よ也 占 形態分類 長さ・!幅 a・JIJ話b. き (mm) 重さ(g) 石賀

a 1 G-R Q35 イ(1) 67・22・40・15 40.7 

a 2 SX01周辺 イ(1) 71・23・47・21 55.5 

a 3 B'-R Q203 イ(1) 74・20・47・16 47.8 真

a 4 Fライングリッド EI イ(1) 74・20・55・15 58.5 

a 5 aセクションベルト付近 イ(1) 73・11・45・13 44.0 -t=J-

a 6 011グリッド II イ(1) 78・12・35・17 40.5 Tl:fi 

a 7 X R Q 101 イ(1) 57・18・37. 17 32.8 瓦岩

a 8 P RQ イ(1) 58・15・44・18 30.5 ~[ 

a 9 C 12グリい!1，-、 II イ(1) 66・17・(19)・16 30.5 自

a 10 E 10グ1)ヴド II イ(1) 61 . 23・39. 16 30.4 

a 11 日1--1127-R Q 1 イ 7SJ . 23・(21). 19 

a 12 X-RQ6 イ(1) 72・15. ，39・13

a 13 B'-R Q 173 イ(1) 55・14. 41 . 15 28.9 

a 14 J-RQ イ(1) ¥57)・23・40. 16 4:::.8 頁

a 15 A' RQ4 イ(1) 60・27・45 8 |229 
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<>トランシェ棟石器

J討lZ- すp 社1 ゴ二 J也 8 形態分~fi 長さ・rlJh¥a・rllMb .1竿さ (mm) 重さ(♂) T~I~ ~質

a 16 X R Q82 イ(1) 5ぷ・ 27・37・10 23.3 .、つ1石_Lj 

a 17 B' R Q166 イ(1) 68・(17)・ (27)・14 31. 8 

a 18 M-RQ16 イ(1) 83・24・43・15 43.9 .つl日LJ 

a 19 B'--R (~34 イ(1) 61・15・37 l) 16.6 ‘ 不下i7， 

a 20 X R Q85 イ 6b ・ 2~ ・ 36 . 12 つ】J「， J什

a 21 表 採 一 49・18・32・12 20.8 民岩

イ 56・14・:36・13 25.4 .石ιム1

a ]つリq M'~RQ :3 イ(1) 75・28・58・20 68.9 

とi 24 B'--R Q 171 イ(1) 87 . :32 . 54 盆 15 66.6 長j

a 25 G R Q:37 イ(1) 78・12・43・22 45.8 

a 26 X R Q133 イ(2) 78 5・38・10 :39.7 、石レムj

a 27 X R Q148 イ(1) (66)・(30)・53・26 b i .1 自;岩

a 28 X-RQ155 イ(1) (60). 26・46ω17 43.2 tt岩

a つ9 B'-R Q50 ロ 75・27・34・17 45.6 長{岩

a :30 B'-R Q125 ロ 日o. 24・34. 14 45.5 右<-u 

a 31 J' - R Q18 ロ 70・29. 39 . 15 43.6 兵岩 i

a υqιっJ E-R Q23 ロ 58 寄 37・44. 13 33.1 

a 33 K-R Q25 ロ 64・22・36・14 32.6 

a 34 P'-R Q55 ロ 60・28・34・11 21. 2 zふよョj 

a dつ5 J' RQ7 ロ (49)ー(31)・30・13 32.1 

a 36 G8グリッド II 口 50・19・28・11 21.1 

a 37 L R Q15 ノ ¥ 76・16・40・17 46.7 (岩

a 38 E8グリッド SXllN下 ノ ¥ 77・17・46・19 47.1 』、 7S百LJ 

a 39 J-RQ8 -" "' 62・25. 38・14 31.1 

a 40 日-RQ40 ノ¥ 67・27・39・23 46.9 

a 41 Z-RQ3 ノ¥ (66)・(34)・50・15 47.3 p ‘石<L' 

a 42 G 5グリッド表土 -"'-， (47)・(19)・51・15 30.3 G、フL百LJ 

a 43 M-RQ7 ノ¥ 87・21・44・17 68.0 

a 44 C 12グリッド II ノ¥ 95・18・47・13 62.5 頁岩

a 45 X-R Q164 ノ¥ 97・31・45・17 66.9 

a 46 X-RQ108 ノ¥ 67・29・40・15 41. 9 a、つμ百， 

a 47 X-R Qll0 -"'-， (54)・(21)・38・14 30.5 

a 48 G'-R Q 2 ノ¥ 57・16・40・20 58.2 

a 49 S X03W下 一 67・20・43・15 39.5 -、 =L百LJ 

a 50 G 8グリ ドII 一 63・22・46・19 52.2 .:t百~~ 

a 51 K'-RQ9 一 66・18・35・21 62.4 真岩

a [一二つ 巳 2グ J) ドNベルト II イ(1) 71 . 17 . 42 . 13 29.4 

a 53 。'-RQ15 一 71・14・(28)・13 29.2 

a 54 U R Q 11 一 55 7・40・16 24.9 頁岩
一
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。箆状石器 (1 ) 

番号 出 土 よ也 占 形態分類 長さ・i幅a.It面b.厚さ (mm) 重さ(g) 石質

b 1 B-R Q12 イ(1) 83・10・43・22 54.9 .つ百

b 2 A R Q42 イ(2) 100・21・40・23 87.7 

b 3 B'-RQ165 イ(1) 97・15・37・18 58.6 頁岩

b 4 L-RQ8 イ(1) 88・18・42・17 82.3 疋ιiEJf 

b 5 F 1グリッド II イ 63 . 37 . 47 . 23 64血。

b 6 0' -_ R Q 12 イ(1) 62・34. 42・24 貝岩

b 7 X-R Q54 イ(1) 88・16・46・18 I 57.6 石ふム:ー

b 8 Fllグ 1)ッド I イ(1) 91 骨 ア.46 . 17 之玉

b 9 V-RQ4 イ(1) 79・10・48・18

b 10 Z-R Q16 イ(1) 79・10・48・20 54.7 兵岩

b 11 F :3グリッ 1-'H イ(1) 70・2U・43・18 37.4 頁岩

b 12 G --R Q 9 イ(1) 70 8・44. 17 51. 0 七~ご-ご~ 

b 13 F 1グ 1).ソド 11 イ(1) 74 . 15 . 40 ・20 46.1 

b 14 P'-R Q29 イ(1) 70 5・39・20 52.9 貞岩

15 T'-R Q17 イ(1) 69 . 20・43・16 L13.1] 

b 16 F-R Q22 イ(1) 79・22・38・16 47. ~) :長{岩

b F R Q15 イ(1) 67・17. 40 . 18 46.0 頁岩

b 18 N'-R Q29 イ(1) 63 . 12 . 42 . 16 45.9 lぞLよTi 

b 19 B'-R Q108 イ(1) 72・24・46・21 60.9 

b 20 E 10グリ…ド II イ(1) 69 6・44・20 50.5 頁岩

b 21 H-R Q30 イ(1) 68 . 15 . 44・12 31. 7 良岩

b 22 M'-R Q10 イ(1) 71・36・46・16 5l.0 

b つ3 P-R Q34 イ(2) 65 . 10 . 44・22 4お2

b 24 E-RQ4 イ(2) 61・33・46・16 44.0 頁岩

b 25 S 1 L 1 イ(1) 63・(14)・37・18 44.0 

一
b 26 P'-R Q22 イ(1) 59・22・38・16 34.0 

b 27 S K02下 イ(1) 69・14・24・15 28.5 頁岩

b 乙討 IM-RQ4 イ(1) 70・10・40・13 頁岩

b 29 B'-R Q207 イ(2) 67・17・37・18 33.i ウ 頁

b 30 O-R Q35 イ(1) (64)・25・(・ 12 2ぷo 頁岩

b 31 Z RQ9 イ( 72・12・38・16 35.9 頁岩

b 32 G R Q43 イ(2) 69 14. 37・17 31 .:5 

b 33 Y RQ8 イ(つ G9. 21 . 40・17 o:).7 貞右

34 C 4グ 1)"/ vtm斐付近 イ(2) I 70 舎 15. 40・16 3661長岩

b 35 B 12グリッド n下 イ(2) 68・17.(27)・ 18 頁岩

b ‘36、 Dll夕、、リ，，/ド II イ 60 . 13 可 40. 18 J円 3「 3「 七1-1-1 

37 G-RQ6 イ(1) 60 . 17 . 40 . 14 

イ(2) 64 . 1ぷ田 35. 14 

b 39 F 1グリッ!イ イ(1) 72 9・(20)・20 50.5 
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。箆状石器 (2) 

番 号 出 土 J也 凸e 形態分知 長さ・i隔a・'IJ話b.厚さ (mm) 重さ(g) 石質

b 40 B'-RQ139 イ(1) 63・23・35・13 34.7 zιiヨi 

b 41 B'-RQ104 イ(2) 55・(15)・ 35・14 3l.4 

b 42 P'-R Q 2 イ(1) 66・20・43・14 34.5 頁岩

b 43 E8グリッド i イ(1) 70・18・38・14 3:3.2 l つι百よt

b 44 P'-R Q30 イ(1) 68・16・41・15 34.2 頁岩

b 45 K-R Q36 イ(1) 69・13・46・12 32.2 頁岩

b 46 X R Q43 イ(1) 85 . 23・(50)・13 44盆 6 貞岩

47 F11グ 1)ッド I イ(1) 63・20・40・14 33.6 工(岩

b 48 G-RQ15 イ(1) 67・15・40・11 4ι~ ウ7.3 頁辛;-

49 B'-R Q37 ロ 58 . 31・34・11 25.4 Ii岩

b 50 P'… R Q54 イ(1) 59・27・39・11 2tl.O }'{岩

b 51 X R (~111 イ(1) 58・20・30・11 20.8 ー、石ιLI 

b 52 U-R Q19 ロ 56 . 21・30・11 19.4 頁岩

b 53 A'-R Q28 ロ 62・20・32 9 26.4 頁岩

b 54 C 12グリッド II イ(1) 55・20・36 9 18υ 自;岩

b 55 G-R Q12 イ(2) 81・20・37・14 48.6 

b 56 B'-R Q147 イ(2) 88・18・38. 24 70.6 

b 57 E2グリッド IINベルト イ(2) 81・20・39・25 66.1 

b 58 J' -R  Q26 イ(2) 78・30・44・19 50.7 

b 59 J' -R  Q24 イ(2) 81・18・37. 21 59.0 

b 60 X-R Q153 イ(2) 79 . 25・35・15 44.4 頁岩!

b 61 Y-RQ3 イ(2) 62・29・30・15 37.8 頁岩

b 62 E10グリッド II イ(1) 59・15・40・12 32.7 真岩

b 63 V-RQ2 イ(2) 62・17・30・16 32.9 頁岩

b 64 A-R Q18 イ(2) 70 9・36・14 31. 5 頁岩

b 65 B-R Q22 イ(2) 60・28・33・15 29.9 頁岩

b 66 W-R Q10 イ(2) 61・22・33・14 26.3 頁岩

b 67 F-R Q54 イ(1) 53・17・35・18 31.0 頁岩

b 68 D 9 -1l27-R Q 4 イ(2) 60・25・37・16 32.5 頁岩

b 69 B'-RQ153 イ(2) 58・20・(35)・17 35.3 頁岩

b 70 日-RQ31 イ(1) 57・16・28・15 25.7 頁岩

b 71 O-RQ6 イ(1) 48・20・35・21 32、.J'3 頁岩

b 72 A-RQ2 イ(1) 49・20・34・15 24.4 真岩

b 73 B'-RQ157 イ(1) 45・29・35・16 24.2 頁岩

b 74 B'-R Q227 イ(1) 46・10・36・16 23.7 頁岩

b 75 J -R  Q36 ノ¥ 62・18・32・14 27.2 頁岩

b 76 P-R Q26 ~'\ 66・10・34・14 24.0 頁岩

b 77 F10グリッド II /'¥ 67・(8)・37・12 27.0 頁岩

b 78 K'-R  Q31 ロ 66・22・27・13 20.5 良岩
'-

F
D
 



。箆状お器 (3) 

番号 出 土 地 d占.、、 形態分類 長さ・幅 a.1幅b.厚さ (mm) 重さ(g) 石質

b 79 E-R Q20 イ(2) 60・22・40・17 26.5 モιム5z 

b 80 B'-RQ109 ロ (54)・(29)・34・19 34.9 頁岩

b 81 X-RQ1l7 ロ 81・33・45・20 87.9 真岩

b 82 。'-R Q 19 ロ 92・36・45・25 131. 5 芝i-L王t 

b 83 A RQ6 ロ 87・28・30・18 77.0 }互岩

b 84 F3グリッドIII 口 88・42・50・17 76.5 頁岩

b 85 B'-R Q14 ロ 84・30・10 雀 18 57.4 芝i-l-王j 

b 86 B'-RQ159 ロ 82・26・27・23 72.2 

87 F9グリ‘ノド II ロ 81・1L1・40・24 82.8 頁岩

b 88 F 1グリッド II下 ロ 83・32・47・24 85.2 頁岩

b 89 G R Q10 ロ 78・24・50・17 58.4 頁岩

b 90 Eライン夕、リッド E1 ロ 84 . 21 . 43 . 25 86.2 ふ石ιよj

Q 口 75・20・43・19 60.9 巨岩

Q ロ 75・27. 30 . 20 5.3.7 頁岩

QU U 1 Eライングリッド II下 ロ 70・25・30. 20 

b 94 I J' - R Q 1 ロ 74 . 23・35・16 49‘3 頁岩

b 95 Dllクリヴド II ロ 66 . 23・30. 19 42.1 石ー

b 96 Dllグ J) ドI ロ ( 61)・ 31・40・20 52.9 支

97 K20グリッド II上 ロ 67・23・35・16 45.3 頁岩

b 98 C3グリ ドP1 口 (61). 30・38・16 Jつ3つ.Jr3 7石与よ4

b 99 Z-R Q35 ロ 84・23・24・18 53.7 

b 100 G2グリッド II下 ロ 80・26・35・13 39.9 

b 101 X-RQ105 ロ 87・20・33・13 51. 7 頁岩

b 102 C 12グリッド II ロ 74・15・25・15 29.6 疋i-l-三j 

b 103 X-R Q31 ロ 72・17・34・15 39.5 EιムZI 

b 104 N'-R Q 4 ロ 74・21・35・15 46.4 頁岩

b 105 X R Q95 ロ 73・17・33・12 31. 3 変ιよfI 

b 106 C 13グリッド Eベルト I ロ 78・(14)・19・17 49.8 

b 107 Y-RQ4 ロ 69 . 10 . 30 . 12 31. 3 真岩

b 108 0' R Q22 ロ 78・13・33・15 35.6 .弓i-l-ヨj 

b 109 F-R Q10 ロ 69・17・21・16 33.5 • つト百ム3

b 110 A'-R Q15 ロ 62・(12)・30. 17 28.6 臼

b 111 G--R P86 口 57・23・28・15 29.1 頁岩

b 112 G 9グリッド表土 ロ 63 . 20・29・16 38.3 頁岩

b 113 F3グリいノドIII上 口 59 . 22 . 37 . 15 30.7 7石ιょJ

b 114 G 2グリヴド i ロ 61・25・31・16 ;35.8 モLムiZ 

b 115 X-R Q 132 ロ 60 事 14・31・14 29.5 頁岩

b 116 O'-RQ 2 ロ 54・30・34・18 37宥 9 頁岩

b 117 Dllグリッド II ロ 60・13・27・14 24.8 疋ιよ王i 

-158 



。箆状話器 (4) 

番号 出 二t二 地 占 分類形態 長さ・幅 a・rlJ面b.厚さ (mm) 重さ(g) ::fi 'ff 

b 118 E-RQ7 ロ 71・18・21・14 31.3 頁岩

b 119 Z R Q10 ノ¥ 73・22・40・18 44ぷ
石gよj

b 120 Cライングリッド、 EI ノ ¥ 66・17・43・16 41.5 頁岩

b 121 五10クリッド II ノ¥ ( 61)・ 32・50・16 39.4 n岩

b 122 X R Q169 /'. (57)・25・40・16 34.4 n苧;z

b 123 X-RQ167 ノ¥ 56・22・45・14 31.4 工(ぞJ
b 124 R-RQ4 ノ¥ (59)' 29 . 47・11 26.6 fl干J

b 125 K'-R Q17 ノー、 ( ・26・47・14 28.0 石

b 126 F--R Q59 ノ ¥ (51)' 36・47・18 45.4 

b 127 B-RQ107 65 . 18 . 43・14 qJJq.ι4 士 頁岩一
b 128 J R (~34 一 5C)・14・41・15 35.1 モLよ王i 

b 12~ X-R {~134 74・22・49・13 48.6 一
b 130 J-RQ8 一 74・23・35. 13 32.0 頁岩

b 131 D'-R Q31 65 . 15・40・14 39.6 王ιiZl 

一
b 132 A R Q20 一 70・20・43・19 47.3 

b 133 DlIグリッド II イ(1) (53)， 10 . 19 . 11 14.5 ;長岩

b 134 。-RQ47 イ(1) (73)・15 8・27 46.1 頁岩

b 135 K/-R Q18 イ(2) (61 )・ 2・32・15 28.1 頁岩

b 136 X R Q 145 イ(1) ( 651・14・(29)・16 30.4 頁岩

b 137 J -R Q19 イ(2) (66)ー 8 . 36・15 30.9 ム5

b 138 N/-R Q 7 一 (49)笥 12・32. 14 18.8 

b 139 N'-R Q28 イ(1) (52)・・ 33・15 25.6 頁岩

b 140 B/-H Q 1 イ(1) (47)署 10・25・11 19.8 定王

b 141 O'-R Q24 イ(1) (51)・(28)・39・15 28.2 .つ4巴1_' 

b 142 B'-R Q177 イ(1) (43)・(40)・51 ・14 40.4 頁岩

b 143 G 9グリッド表土 イ(1) (53)・(25)・40・16 37.4 頁岩

b 144 C 12グリッド II イ(2) (54)・(36)・38・16 36.6 

b 145 H-RQ9 イ(1) (45)・(27)・(35)・ 8 19.3 長岩

b 146 F 1グリッド II イ(2) (55)・(30)・35・16 38.2 石ιよj

b 147 N'-H Q36 イ(1) (53)・(32)・38・20 45.9 頁岩

b 148 P-HQ4 イ(2) (37)・(33)・40・11 18.1 頁岩

b 149 G-H Q55 イ(1) (49)・31・(37)・15 31. 2 頁岩

b 150 R Q18 イ(1) (59)・30・(50)・14 45.7 頁岩

b 151 C-H Q29 ロ (65)' 21・(10)'18 28.2 頁岩

b 152 V RQ9 口 ・12・(31)・19 30.4 

b 153 F 1グリッド1I ロ (58)・14・(33)・17 26.0 頁岩

b 154 F-R Q25 イ(1) (77)・(17)・ (47)・22 58.6 頁岩

b 155 X R Q92 イ(1) (53)・ 2・(35)・17 23.9 石ιょJ

b 156 A'-R Q26 イ(1) (50)・18・(35)・12 2l. 7 頁岩
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c 石 錐 7> 1 ~14 

出土点数は14点である。いずれも不定形な剥片の と先端部

のつけねにおける調整剥離により;表に示すイ・ロに している。

イは基音[Sと先端部のつけねに対し，対応するi語の片側から一方向に調整剥離しており，断面I

は菱形を呈している。ロは基音15 と先端部のつけねに対し，対応する商の両i~1jから謂繋剥離して

おり号断面は楕円形を呈している。

。若錐

番 号 出 ごt-_ 士出 点 形態分野{ 長さ E 中高 E 厚さ・ a古[5(mm) 重さ 石賀

C X-R Q100 イ 123・46・21・ 13 129.6 ffl.、-学t二1

C つ Z-R Q37 寸 80・42・16・ 15 49.9 民岩

C 
Fδ 3 V RQ6 イ 85・45・16・ 14 42.9 T_よ:1

C 4 X R Q172 イ 73・49・18. 20 30.7 

C 5 日 R Q32 イ 63・44・10・ 10 24.0 貞岩

C 6 C 12グリッド II 口 76・51・17・ 14 49.9 頁岩

C 7 T R (~ 1 ロ 67 . 49 . 16怠 15 2~=). 9 .石1-1-' 

C 8 J R Q27 Tコ 66・58・12・ 13 43.4 

C 9 Eライングリッド E1 ロ 71舎 26. 8. 18 11. 5 頁岩

C 10 N-R Q12 ロ 77・52・12・ 16 36.9 

C 11 L'-R Q 4 口 53・19・9・ 16 11.5 

C 12 D11グリッド II ロ 38・18・5・ 17 2.8 頁岩

C Q ロ 守ふム三t 

リッド 頁岩

ロ ノ¥
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d : :石匙<7 > 1 ~35 

出土点数は35点である。つまみの位置，刃部により形態分類した。

イはつまみを通る中心線に対し刃部が右に弧をなすもの，ハは左に弧をなすもの，ロはほぼ

中心総と平行にあるもの，ニは車角に近いものである。イ，ロ，ハは縦型，ニは横型である。

。石 匙※形態分類は P177を参照

番号 出 土 t也 占 形態分類 長さ・ rt日・厚さ (mm) 重さ(g) 石 質

d 1 P'-R Q181 イ 81 ・ 19 7 11. 3 頁岩

ム勺J C 12グリッド表土 イ 78 ・ 24 7 11.4 立岩

d d つ Eライングリッド E1 ♂イ 69 ・26 ・ 日 16.0 頁 :E-
d 4 D'-R Q 4 イ 69 ・ 26 8 12.3 百 -1!ムE4[ 

d 5 F9グリッド II イ 73 ・ 22 ・ 7 6.5 頁岩

d 6 E8グリッド II 寸 66 事 12 5 43 頁岩

d 7 J 21グリッド II上 ロ 80 ・33 9 21. 9 頁 fLij ヨ

d 8 G R Q17 ロ 78 . 32 . 10 23.2 戸百 tιLコJ 

d 9 B 10グリッド II下 ロ 81 ・ 33 9 21.4 El 疋i-LヨI 

d 10 120グlトソド II上 ロ 73 ・ 32 8 21.2 百‘ 石

d 11 K-R Q96 ロ 62 ・ 31 9 18.2 頁岩

d 12 F9グリッドIII ロ 73 . 34 . 10 19.9 頁岩

d 13 Eライングリッド E1 ロ 75 ・ 37 ・ 12 28.0 頁 ELi王i 

d 14 X-RQ1J9 ロ 68 . 39 . 10 22.8 頁岩

d 15 P'-R Q24 ロ 66 ・ 37 ・ 9 18.5 頁岩

d 16 B 12グリッド F下 ロ 65 ・ 36 ・ 11 24.3 頁岩

d 17 Q-RQ1 ロ 75 . 26 8 11.7 頁 互Lよ玉i 

d 18 P R Q29 ロ 69 ・23 ・ 10 16.7 民 王ιi子J 

d 19 C12グリッドロ ロ 62 ・ 30 8 14.3 頁岩

d 20 T-RQ7 ノ¥ 111 ・ 52 ・ 13 52.2 百 正i-L三S 

d 21 B'-R Q132 ノ¥ 66 ・ 28 8 14.5 百 ~ヨS 

d 22 B'… R Q94 ノ¥ 68 ・32 9 17.5 百 王Lよ王J 

d 23 Eライングリッド E1 ノ¥ 73 ・ 31 ・ 10 20.9 頁岩

d 24 C-R Q22 ノ¥ 55 ・ 26 ・ 日 11. 3 頁岩

d 25 F-R Q28 /， 55 ・ 18 ・ 6 8.0 百a ZLU 玉

d 26 X R Q151 ノ¥ 55 ・ 20 8 7.2 自
zZιLiムョ玉-I l 

d 27 A R Q25 ノ¥ 56 ・ 26 7 7.6 百

d 28 G 3 1128-R Q 1 ノ¥ 50 ・ 23 4 5.1 頁 ZSム王S 

Id 291 E-R Q 7 38 ・ 12 rづ uつ、.~つf 頁 岩

d 30 G R Q25 ノ、 34 ・ 16 . i ゥ 。つ . ひ戸 百 :fム5j7 

d 31 C'-R Q15 52 ・40 ・ 10 17.1 百 王i-L王E 

一
d Uて2ムつJ G-R Q34 一 46 象 31 8 10.8 長岩

d 33 A-R Q16 一 36 ・ 28 8 4.3 頁 ZιL玉4 

d 34 1 22グリッド II上 一 35 ・ 57 9 11. 7 頁 王i-L王l 

d 35 C 7グリッド表土 一一 54 ・ 65 ・ 11 27.9 真 ZEAヨA 

。。
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e . f 孝IJ 片<7 >第0-0図

不定形な剥片の中でも二次調整剥離と使用痕のあるものを e. f'こ分類した o

eは比較的中形・小形のもの， fは比較的大形のものである。

。小形・中形の剥片

番号 出 土 地 d王 長さ・ rlJ福・ j享さ (0101) 重さ (g) 石 質

e 1 K'-RQ15 61 . 58 ・ 11 ο勺ひ5.~ジ、 f"'l 石'-"" 

e ムワ」 表 採 68 ・47 ・ 11 30.() 良; 王ιLl子

e d つ Cライングリッド E1 38 ・43 ・10 18.4 石'-"" 

e 4 C'-RQ16 39 . 51 . 12 27.6 ピj 仁ふii1 

e 5 1 6 -1127-R Q 1 42 ・54 9 18.5 ff 石3ムL'

e 6 T-RQ2 53 ・21 ・ 7 8.o 頁 寺三

e 7 x-R Q 176 50 ・21 ・ 10 10.3 ιl ;百

e 8 G-R Q46 75 ・32 ・ 13 28.1 i:'f 正'-"三J 

e 9 F-R Q39 52 ・40 ・13 17.7 百字
ヨ?ニI

e 10 L RQ6 65 ・32 ・ 12 つωつωcυ} 良 石

e 11 N'-R Q25 61 . 36 9 18.9 ~~ ZLij I 

e 12 X R Q15 60 ・61 ・ 15 46.6 頁 ::r=f 

e 1:ぅ B 6グリ‘ソド II下 79 ・34 ・13 24.4 見 百冒~I 

e 14 B'-R Q68 70 ・38 ・ 14 21.0 貝 有山 I 
e 15 K R Q32 60 ・31 ・ 9 15‘8 五 主ミ[

e 16 G 5グリッド表土 47 ・27 6 6.9 自[ 芝μ王z 

e 17 Z RQ8 50 . 36 ・10 14.9 百 1手」ヲ-l 

e 18 A--R Q36 48 ・25 9 7.5 頁 石~
e 19 F 2RQ2 41 ・20 7 5.4 e]' 三三

。大影の事j片

1 P'-R Q31 47 ・60 ・15 49.2 貝 モE
2 M-RQ8 85 ・50 ・ 17 92.0 自 正ιi三i 

3 X-R Q125 82 ・45 ・ 11 52.4 支 Eιょ玉S 

4 B'-R Q176 89 ・41 ・ 12 41.3 百 ~ヨJ 

5 X R Q44 97 ・38 ・ 10 36.5 頁 疋LiEjf 

6 Bライングリ、ソド E1 80 ・43 ・13 47.5 頁 モlム王l 

7 X-R Q21 89 ・45 ・ 10 45.2 頁 ~よゴS 

8 A'-H. Q 16 76 ・38 ・13 54.9 頁 Zιム57l 

9 B'-R Q53 96 ・36 ・ 13 45.5 頁 王宝

10 P RQ1 92 . 40 ・ 14 55.7 頁 十王ιムコJ 

千 11 X-R Q112 90 ・38 ・ 11 42.0 頁 正Lム三i 

12 P-R Q37 101 ・36 ・ 19 70.4 頁 岩|

13 B'-R Q188 80 ・26 ・ 14 28.7 頁 モιムJ5 

14 Fllグリ、ソド II 25 ・103 ・15 34.5 頁 :石ιLl 

15 C-R Q20 82 ・30 ・12 26.1 真 乏Lよ547 

16 N'-R Q35 97 ・31 ・15 38.3 頁 芝Lム王S 
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g 白石く 7> 第@~@図

素材としての礁が円形を呈するものをイ，長円形を るものをロとして分類した。

山面は片面あるいは両面にみられる。任意に A商， B面として凹聞の長さ，深さを計測した。

イ ロ
計測箇所

幅
F一一一--一一、

長
さ

、ti
t
t
i
-
-
I
t
-
-
3
j

<>回石

番号 出 土 地 占 形態分類 長さ・!幅・厚さ (mm) A 面 (mm) B 面 (mm)

g 1 表採 イ 85. 78・ 40 ijh栄話149 i深ドL41 7 2 

g 2 F-R Q64 イ 82・ 75・ 30 
中高20 I幅16
深 2 i菜 1

g 3 表 採 イ 93・ 80・ 28 中深高232 中7茅話 4

g 4 表 採 イ 90・ 73・ 30 深Iド話152 中1栄話141 

g 5 Z-R Q23 イ 93・ 80・ 40 
lド函23 I幅35
t~詫 3 深 2

g 6 W-RQl1 97. 72・ 35 
中高19 I!J話1ア
1采 5 t~長 4

g 7 X-R Q173 イ 98・ 88・ 38 
lt函21 IIJ話27
i染 3 Y!:tミ4

g 8 Z-R Q20 イ 97- 83・ 29 
iド扇34
深 3

g 9 F-R Q16 イ 107- 93・ 32 中高48 中面33 IIJ語22
深ら i集 6 I来 4

g 10 Z R Q33 イ 113・ 91・ 26 1深!J1語163 i深ド扇121 

gl1 表 採 イ 108・ 94・ 34 中1菜扇196 中1菜話365 

g 12 。RQ イ 108・ 73・ 37 I官h函長231 I深ド扇182 

g 13 Z-R Q22 イ 112・ 95・ 28 中品31 lt話32
深 4 i系 7

g 14 G-RQ イ 77・112・ 40 
!ド語28
?架 3

g 15 C11グリッド Nベルト イ 117・ 95・ 36 市深福244 I深IJ話:246 !iド菜話204 中深話225 

g 16 B R Q106 イ 99・ 88・ 35 中1架高:546 I深h函23S 

g 17 F22グリッド表土 ロ 129・ 84・ 47 中深高215 中3イオタ高ロミこ1 J 5 ーョ
I深IJ話146 

g 18 F-R Q37 ロ 109・ 70・ 36 f!J1I¥20 Iド話53 Iド語23 中話51
深 3 深 1つ やJFJFfzミ~ 3、 ?呆12

g 19 H-R Q29 ロ 113・ 60・ 29 
ltJ'i:¥26 Iド語26
j架 5 深 4

g 20 表 採 ロ 77・ 59・ 33 i深h話240 4深1面345 

g 21 1 8グ 1)ッド ロ 110・ 53・ 24 I1幅架225 Iiド架函534 

g 22 C4グリッド炉付近 ロ 146・ 51・ 33 I深P扇429 1深IJ扇362 

g 23 N-R Q32 ロ 139・ 57・ 31 中福37 IIJ話38
1* 6 i装 2

-196-







18 

I 22 
く7>第⑨図出土器器 g(3)

20 

17 

19 

21 

円
同
d



H:磨製石斧<7 >第@図

番号 出 土 t也 占 長さ・!陥・厚き (mm)I 
H 1 1区表採 161・ 61・ 30 

H2 Cライングリッド E1 126・ 40・ 24 

H3 C-R Q28 109・ 44・ 27 

日4 K20グリッドIII上 124・ 41 . 24 

H5 H7グリッド表土 66・ 54・ 21 

H6 C-RQ5 45・ 36・ 22 

。磨製石斧

番号 出 土 I也 凸‘ 長き・ i陥・厚さ (mm) a部.b部(mm)

1 1 表採 50・ 41・ 13 13 . 15 

1 2 D RQ4 67・ 32蕃 15 11 4 

1 3 E10グリッド II 86 . 51 . 14 21 . 14 

1 4 B'-R Q66 81・ 70・ 20 27 ・ 19

1 5 B'-R Q77 101・ 83・ 18 25 ・ 34

1 6 P'-R Q65 120・ も7・ 57 

1 7 P'-R Q64 134・ 62 . 53 

1 8 E10グ、リッド II 86 . 67電 18 

1 9 G R Q48 82・ 59・ つつ

1 10 B'-R (~197 135 . 71・ 31 
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番号 出 土 士世 占 長さ・幅・厚さ (mm)

J 1 M26グリッドIII上 170・ 149・ 60 

J 2 K'-R Q42 109・ 108・ 51 

J 3 。R Q40 74 . 78・ 72 

J 4 G 2グリッド SX02 93・ 90・ 26 

J 5 G 3グリッド 72・ 93・ 28 

J 6 B'-R Q708 42・ 67・ 23 

J 7 T R Q20. H-RQ49 74・ 68・ 15 
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K:石鍬・打製石器・石血<7 >第@図

番号 出 土 地 占 長さ ・ 幅 ・ 厚 さ (mm)

K1 D 9 -1127-R Q 1 32・ 16・ 4 

K2 A-R Q29 42・ 11・ 4 

K3 E 8グリッド II 34 . 15 . 3 

K4 F8グリッド II 110 . D戸門{ . つι"'つ4 

K5 E 2グリッド II 102・ 62・ 36 

K6 J' -R  Q28 344・ 230・ 58 

K7 表採 454・368・ 102
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。 概要

萩峠遺跡は 7遺跡、の中で最も東に寄った遺跡である。米代川北岸の独立丘陵上に遺跡がある。

路椋は丘陵の北側を通る予定であり，それにかかる平日吉日を I~V区に分けて調査を行った。

なお中世の舘跡としても伝えがあり， 1区では 1-4トレンチを， II区では 1-3トレンチを

IV区では 1トレンチを設定し，斜面部分の調査を行った。現状は杉林，畑地，牧草地であり，

1， II， III区では抜根作業にかなりの日数を費した。.-98.0m一 一 107ιm-.'
東

土層は他の遺跡と比べて地山の明黄褐色土層

までが深く， 60-100 cmを測る。 1区では第 1

層めが黒褐色土層，第 2層めが黒色土層，第 3

層めが黒褐色土層，第 4層めが暗褐色土層と分

れる。なお第 2層めと第 3層めの間に大湯浮石

層が 5-10cmjt問責している。

。議出遺構

IIR 

i区で住居跡が 9軒，土墳が13基。 II区で{主居跡 1軒，建物跡

2軒，土墳 7基，空堀跡 1，V区で溝:1犬土墳 2基を検出した。 1

区より順次説明を加えたい。

第 i号住居跡(S 1 01) 

II[孟

※ I 区 土層

黒褐色ニiニ(lOYR2/2) 

黒色土(lOYR2/1) 

31，1ゑ褐色ニ!二(lOYR2/2) 

4 I 時褐色土(lOYR3/4) 

※ II区ニi-_層

lj崇色二上りOYR 1.7/-0 

2 I黒褐色土(lOYR2/2) 

-結認状況> B1， B2， C1， C2グ1)ッドにまたがって検出された。確認面は明

黄褐色火山灰層である。北東側で第 3号住居跡に，北西側で第 2号住居跡、に接すると考えられる。

炉跡は住居跡の南寄りにあるが，第 1号土墳の上面に構築されている。

-規模〉 北側半分は木根で撹乱され，判然としないが，円に近い隅丸方形あるいは

長方形を呈すると考えられる。規模は東西幅で4m前後である。

く堆積土の状況〉 上回に黒色土層(10YR1.7/1)，黒褐色土層(10YR2/2)が堆積しており，

確認面からの覆土はややしまりのよい黒褐色土層(10YR2/3)が堆積している。

ぐ主主 a 床面の状況) 掘り込みは浅く，東側で確認できる壁高は 5cmである。床面は炉跡の周

辺に向つてなだらかに落ち込んでいるがヲ炉跡周辺はきわめて堅散で一部火熱を受けている。

ピットは 4個検出された。 Pl，P2は壁にそっており守 P3，P4は壁より離れている。

床面からの深さは20cm前後で残い。

〈炉跡〉 南側に石組みの炉跡をもっ。 偏平な河原石を立て中心に向けて放射状に組んでいる。

〈遺物出土状況〉 出土遺物は少ない。<8 >第①図上-1-4が出土。



第 2号住居留1(S I 02) 

-確認状況> C 2グリッド内に検出された。確認面は明賞褐色火山灰層である。第 l

号住居跡が南側に，第 4号住居跡が北側に，第 5号住居跡が西側にあり，当住居跡はその中間

にあたる。東側は第 3号住居跡と接する。

く平面形・規模〉 北1~lj半分が落ち込み，判然としないが，円に近い隅丸方形を皐する。規模

は東西幅で 3m90cmである。

〈堆積土の状況〉 上面に黒色土層(10YR1‘7/1)，黒褐色土層 (10YR2./2)が堆積しておりヲ

確認面からの覆土はややしまりのよい崇褐色土層(lOYR2__./3) である

-床面の状況〉 掘り込みは浅く，南側で確認できる壁高は15cmである。南東側の壁に沿

っし 161溝が走っている。深きは10cm前後である。床面はほぼ、平坦である。

ピットは15個以上検出された。 Pl，P2， P3， P13， P15は壁に沿っており，日~P12

の北側のピットが対応するものと考えられる。床面からの深さは20~40cmである。

住居跡のほぽ中央に地床炉がある。

くj室物出土状況〉 出土遺物は少ない。患部よりく 8>第①図 1~3 が出土。

第 3号住居跡 (SI07) 

く位置・確認状況> C1， C2， D1グリッドにまたがって検出させた。確認面は明寅褐色

火山灰層である。第 1号住居跡の北東根1]，第 2号住居跡の東側に位置し，西側で第 2号住居跡

と接する。

く平面形・規模〉 南壁の状況および北側のピットの配列より円形を呈すると考えられる。規

模は東西でやや幅が広く 3m80cm，南北で 3m50cm前後と推定される。

く堆積土の状況〉 上面に黒色土層(10YR1.7/1)，黒褐色土層(10YR2，/2)が堆積しており，

確認萌からの覆土は炭化物粒子が混在した黒色土層(10YR2/1)である。

く壁・床面の状況〉 南壁に沿って周溝が一部でみられる。南側で壁高は10cm前後であるが，

北側は判然としない。床面は南側で平坦で炉跡周辺は堅般である。

く柱穴〉 ピットは 7個以上検出された。いずれも柱穴と考えられ，壁際によっている。床面

からの深さは 13~20cmで、浅い。

く炉跡〉 住居跡、の中央から南寄りに位置し，地床炉である。

く遺物出土状況〉 覆土上国および覆土内から多量の遺物が出土した。 く8>第①図 1， 2 

第②図ーし 2，第⑪図-1~15が出土。



第4号住居跡(S 1 03) 

く位置・確認状況> D2， D3， E2， E3グリッドにまたがって検出された。確認商は明

賞褐色火山灰層である。第 1， 2， 3号{主居跡群が南東側に，第 5号住居跡が南西側に位一置す

る。

ど平面形・規棋〉 ピットの配亨Ijよりはほ円形を主ーすると考えられる。炉跡の中心を軸線とし

て南北に 4m，東西に 4mをitllJる。炉跡の南側に二個並亨IJにならべた配石が存荘する。

く1針責土の状況〉 上面の堆積土は比較的浅く，深さが20~30cmである。黒褐色土層(lOY R 

が堆積している。確認面からの覆土は暗褐色土層(10YR3/'3)である。

く壁雷床面の状況〉 確認当初西側にわずかながら落ち込みを検出した。底面は平坦で炉跡周

辺は堅般である c

ぐ柱穴〉 ピットは151間以上検出された o P3， P5， Pd土問溝にともなっピットとも考えられる 9

内側のP2，P4， P7， Ps， P9が柱穴と考えられる。床面からの深さは20-30cmで、ある。

く炉跡〉 比較的大きい石を方形に組んでいる。炉跡の内側に焼土の堆積が厚い c

く遺物出土状況〉 覆土上面より炉跡の周辺を中心として多量の土器が出土した。縄文を施し

た深鉢型土器が 3点出土している。 く 8> 第③・④図-1~9 が出土。

第5号{主麗跡 (S1 05) 

く位置・確認状況> C3~5 ， D3~5 グリッドにまたがって検出された。確認面は明寅褐

色火山灰層である。調査区のはほ、中央に位置しており，北西側に第 6号住居跡のが跡を掘り込

んだ柱穴がある。西側の柱穴は第 7号住居跡の壁と接している。

く平面形・規模〉 柱穴の配列よりはぽ円形を呈すると考えられる。東西幅10m，南北脇 9m

である。

く堆積土の状況〉 上面に黒色土層(10YR1.7/1)，黒褐色土層(10YR2/2)が堆積している。

確認面からの覆土は炭化物粒子が混在した黒褐色土層(10YR2/3)である。

く壁・床面の状況〉 壁は確認できなかった。東側に約 6mの長さで周溝が走る。周溝の幅は

20cm前後，深さ 5cmである。床面はほぼ平坦で、ある。

く柱穴〉 住居跡のかかるグリッド内からは多くのピットが検出された。 Pl-P12が主柱穴と

考えられる。柱間距離は等しく 2mを測る。柱穴の寵径は70cm前後，深さは60cm前後で、ある。

く炉跡〉 住居跡の中央より南寄りに地床炉がある。

く遺物出土状況〉 出土遺物は少ない。 C4グ1)ッド内の Pitからく 8>第⑬図-15が出土。

C6グリッドのPI0より第⑨図-18が出土。
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第 6号住居跡(S 1 06) 

〈位置・確認状況> D5， D6グリッドに検出された。確認面は明黄褐色火山灰層である。

第 7号住居跡が西側半分を掘り込んでおり，第 5号住居跡の柱穴が炉跡を据1り込んでいる。新

i日関係は第 6号住居跡、がいちば、ん古く，第 5号，第 7号と構築されて行ったと考えられる。

〈平岡形・規模〉 南東側の一辺が確認きれただけで規模・平面形は半IJ然としないが，ほぽ円

形を呈し，幅は 3m前後である。

〈堆積土の状況〉 上面に黒色土層(10YR1.7/1)，黒褐色土層(10YR2//2)が堆積しており，

碍認面からの覆土は炭化物粒子が混在した黒色土層(10YR2/1)である。

-床面の状況〉 東側での箆高は10cm前後である。床面は平担で比較的堅微である。北西

側に第 7号住居跡の周溝ーが走っている。

〈柱穴〉 監に沿ってピ、ソト亨Ijがあるが，配列は不規制であり， とくに西側の掘り込まれた部

分が判然としない。ピットの直径は大小があり，深さは20cm前後である。

く炉跡〉 住居跡の中央から南寄りに位置している。北側に焼石がわずかに残る。

く遺物出土状況〉 東側めピット内から土器=石器が出土した。 く8>第⑤図-1~8 が出土。

第 7号住居跡 (S1 08) 

く位置・確認状況> D6， D7， D8， C7， C8， E7， E8グリッドにまたがって検出

された。確認面は明黄褐色火山灰層である。第 6号住居跡の西側を掘り込んでおり，第 5号住

居跡の柱穴が南東側で接する。

く平面形・規模〉 南測の一辺と東側の周溝から推定すると，平面形は楕円形を呈し，規模は

南北の長軸が10m，東西の短軸が 9mである。

〈堆積土の状況〉 上面には黒色土層(10YR1.7/1)，黒褐色土層(10YR2/2)が堆積し，中位

に大湯浮石層が入る。確認面からの覆土は炭化物粒子が混在した黒褐色土層(10YR2/2)である c

〈控・床面の状況〉 南側の壁高は10cm前後である。北側に向って地山が落ち込み，ニカ所で

倒木痕跡もみられる。地山の上面に堅い黒褐色土層があり，北側の床面であったと考えられる。

〈柱穴〉 ピットは20個以上検出された。南側で床面が一段下り，段に沿った Pl~ P15が主柱

穴と考えられる。主柱穴の規模は直伊.が50~70cm，深さ 70cm前後で、ある o Plはやや傾斜がある。

く炉跡〉 住居跡の中央からやや南寄りにある。不整形な石を-列の円形に組んでいる。

く遺物出土状況〉 土器，石器等の遺物が住居内より多量に発見された。床面より出土したの

はく 8>第⑤図-9で，第⑤図~第@図は覆土内の発見である。なお南側の床面に炭化材が検

出され，中央部建土中位で、酸化鉄の分:;ft.がみられた G

A
叫
ム

円
ふ



第 8号住居跡(S 1 10) 

〈位置・確認状況) F4， F5グリッドにまたがって検出された。確認面は明貰褐色火山灰

層である。第 5号住居跡の北側にあり，住居跡群の最も北側に位置している。第 8号住居跡の

北側は深く落ち込み。遺構の検出はできなかった。

〈平面形・規掠〉 平田形ないし規模については地山上でできるだけ確認につとめたが，不明

な点が多い。西側で円形を る。規模は東側の炉跡を入れて 4m前後である。

〈堆積土の状況〉 上面から黒色土層(10YR1.7/1)，黒褐色土層(lOYRZ/>Z)が堆積してお

り，西側の線認面からの覆土はやや軟質の暗褐色土層(10YR3/-めである。

ぇ壁・床面の状況〉 西側の壁はなだらかに落ち込み，壁高は 5cm前後である。底部は平土日.で

ある。炉跡周辺は根による撹乱が激しい。

く柱穴〉 西側の落ち込み部分にPl~ P4 4イ聞のピットを検出したが，いずれも深さ 15cm前後で

浅い。

く炉跡〉 住居跡の東側に炉跡がある。石組みである。

く遺物出土状況〉 覆土内より比較的多くの遺物が出土した。 く8i第⑪図上が出土。

第 S号住居跡(S 109) 

〈位霊・確認状況> B8， B9， C8， C9にまたがって検出された。確認面は明寅褐色火

山灰患である。第 7号住居跡の南西側で，住居跡群の最も西側に位置している。さらに西側は

上りの傾斜面となっている。南西側に第 9号土壌が接する。

く平面形・規模〉 北東側が落ち込み，判然としないが，平面形はほぼ円形を呈しており，規

模は南北の長軸が 6m前後である。

〈堆積土の状況〉 上聞から黒色土層(10YR1.7/1)，黒褐色土層(10YRZ/1)が堆積し，確

認面からの覆土は炭化物粒子が混在した黒祷色土層(10YRZ//Z)である。

く壁・床面の状況〉 西側での壁高は 5cm前後で、ある。内側で一段低くなっており，内側の床

面は平坦で・堅鍛である。

く柱穴〉 壁際に沿って-J'IJ，内側の段上に一列，合せて二列のピット列がある。内側に入っ

たものが主柱穴と考えられる。柱穴の直径はZOcm前後ラ深さも 20cm前後で浅い。

く炉跡〉 住居跡の中央から南寄りにある。地山下の安山岩を使用して炉の外を囲っている。

く遺物出土状況〉 比較的遺物の出土があり，床面からの出土が多い。 く8)第@図 1 ~ 9 

が出土しておりー 1の深鉢形土器は住居跡の炉跡、周辺に横たわって発見された。

ワム



④ 

※第 l号住居跡Pit深さ一覧表

d H298.Om 
.一 -6 

く8>第 3図第 1号住居跡，第 1号土墳

第 1号土墳(S K03) 

く位置・確認状況> B 2グリッドの北東側に

ある。上に第 1号住居跡の炉跡が構築されている。

G 

している。確認面は明賞褐色火山灰層で

く平面形〉 円形 11規模 11 口径1.4m，底佳1.9m

く堆積土の状況〉 覆土の土質はほぼ一様である。

く断面の形状〉 円安ft状を呈している。 11確認面からの深さ 11 50cm 

く壁・底面の状況〉 壁は斜めに入 1)込み，底雨はやや上げ底状をlEする

〈遺物出土状況〉 土境内より土器片が数点出土。
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第 2号土壌(S K01) 

く位置・

るわ分'~ :3 

A 2グリノドグ

にあるハ

している。伺:認rMI土問 火山FJ<層であ

ρI~ 前in~) Pl.l日

ぐジワ:!)、日~，

S KU乙j

/，j.l_ワ 1) ， 1，"グ)二!と!fI!Jに位;丘している。

(二 1)る

j
 

!
 
1
 

1
 

火山灰層で九

f位置・

S K24) 

A 1グ1) ドの東側に

できなかった。

している。 は!万j武褐色火山灰層であ

フ
G c 

第 5号土墳 (S K 19) 

-確認状況> A 1グ1)いノドの北東WIJに

あるー南側半分は自u平されている

している。確認miは明 火山灰層で

〈平間!日: 円Jf; I1 JJ~F;i 1I Llf王 1.2t1l守 n王{主 1.3m

く土佐fl~[土のtKí兄〉 誌上のl:Hはほ ~~r--様である。

\断的!の/f~;11() 長;1えを半している 3 冊:認同iからの;菜き 11 70Clll 

ぐrJ，f'底面の状況〉 民国iはflliJf.底:11i:を豆ーしている。

く i宣物 I~H :t-Ak ?7L) I U士i主物はない

※ J!i~h'l ::L Jì:') 
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第 6号土横(S K 10) 

ど位置・昨認状おか C 5グ 1)ッドの東側に位置している。確認面は別賞褐色火山灰層であ

る。第 5号住居跡の中，第 6， 7号住屑;-s亦の南東iHlJにある。

ピゾFffIIrfわ 円形 11故松 11 口f王1.6m，J点f長O.8m
※lH干['U'.層

<Jj~H'はこの :I}\~)[) 覆土の i二質はほほー様である。 礁が多く入る。

〈断在Iiの形状〉 袋;1犬を呈している。 11確認i立iからの深さ 11 60cm 

付税・底面の状況y 壁が崩落しており J直面は鍋底状を呈している c

くi立物出二七状況〉 < 8 ;> 

第 7号土墳(S K1お)

-確認状況 F4グリ、リドの南側に している。確認出は町j賀補色火山灰層であ

る。第 8 にある。

/ミド拍iM> 円形 I! );)tl主11 日後1.1m，底怪 1.0m
※JlicWI.1¥1 

堆粘土の:げよaL> 覆j二の土質はほぼ一慌である

く断面j のJf~;ljD 袋:1犬を呈している。 11 (i在認出からの深さ 11 60cm 

ごιf'Iま百iの状況〉 院が崩落しており，底而は鍋!ま状を呈している。

ど遺物出土状況〉 土地内より土器片が数f

第 8号 土 壌 は K12)

-確認;1犬j兄> B 8グリッドグj中央に している。時認出は明言t褐色火山灰層であ

る。第 9号住居跡の南東側にある。

く平面形〉 円形 11規模 11 口径1.2m，底f壬1.3m ※JHJu I'.}[，，: 

ぐ堆積土の状況〉 覆土の土質はほIl'-掠である。

く断固iの形;1犬〉 袋状を呈している。 11硝;認出からの深さ 11 50cm 

〈壁・底面iの状況〉 西側の壁が入 1)込み司底面は鍋底状を呈している。

〈j皐物出土状況〉 土墳内からの出土造物は多い。く 8>第⑪図が出土。

第 9号土墳 (SK25) 

-確認状況) B 9グリ、ソドの北側に している。昨認面は明貰褐色火山灰層であ

る。第 9号住居跡の南西HlUに接する。

く:>11.問形3 不繋円形 11規1'1411 仁1(-壬 2.1m，I在径1.9m
※llWi土層

J佳祐土の;1犬Ur.> 寝土の土質は一層に分れる。

〈断面の Jf~;I)\) 袋状を呈しているの 1I確認面からの深さ 11 50cII1 

〈壁・底面iの状況〉 底面liは鍋底状を呈している。

く遺物出土状況〉 土域内からの出土造物は多~"¥ 0 く、 8>第⑪
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ρ吐=98.29m -.b 

αH =98.25m 

④ 

ehu 

く8>第12図第6，7， 8ヲ 9号土墳



第10号土構(S K04) 

〈位置・確認状況> A 6グ 1)ッドの中央に位置している。確認面は明黄褐色火山灰層であ

る。

〈平面形〉 長円形 11規模" 長軸1.5m， "長軸方向" 東西

〈堆積土の状況〉 覆土は黒褐色土(10YR2/3)である。

く断面の形状〉 皿状を呈している。 "確認菌からの深さ 11 25cm 

〈監・!底面の状況〉 号きはなだらかに落み込み，成田は平明である。

第11号土讃(S K05) 

く位置・確認状況> A6 グリッドの北西側に位置している。確認面は明黄褐色火山灰層で

ある。

〈平面.ff::;> 長円形 "規模 11 長軸1.5m， II-J支車III方向 11 東西

<i住積土の状況〉 覆土は黒褐色土(10YR2/3)である。

く断面の形状) llIl状を呈している。 "確認i話からの深さ 1I 25cm 

く壁 e 底面の状況〉 壁はなだらかに落ち込み，底面は平田である。

く遺物出土状況〉 出土遺物はない。

第12号土襲(S K06) 

く位置・確認状況> A 7グリッドの中央に位置している。確認面は明黄褐色火山灰層であ

る。

〈平面形〉 長円形 11規模" 長軸1.9m， 11長軸方向" 東西

く堆積土の状況〉 覆土は黒掲色土(10YR2/3)である。

く断面の形状〉 皿状を呈している。 "確認聞からの深さ 11 20cm I 

く監・底面の状況〉 壁はなだらかに落ち込み，底面は平坦で、ある。

|く遺物出土状況〉 出土遺物はない。

第13号土壊(S K26) 

〈位置・確認状況> A 7グリッドの南側に位置している。確認面は明貫褐色火山灰層であ

る。

く平面形〉 長円形 "規模" 長車[h2.3m， 11長軸方向" 東西

く堆積土の状況〉 覆土は黒褐色土(10YR2/3)である。

く断面の形状〉 血状を呈している。 11確認面からの深さ 11 20cm 

ぐ壁・底面の状況〉 壁はなだらかに落ち込み，底面は平坦で、ある。

く遺物出土状況〉 覆土中位より縄文土器が 1点出土。

口むつん】
円
λ
}
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く8>第13図一第10，11ヲ 12，13号土護



OI区出こた遺物について

I 区内からは縄文時代後期!の土器，土{出，土製品，石器，三角石製品，円強:1犬~i製品等カt 出

土している。第 3号住居跡，第 4号住居跡，第 7号住居跡からの造物の出土が多い。

捜図は遺構等出土地点を考慮して編集しており，拓本は器積，文様で分類している。

住居跡内，土横内出土の土器は深鉢形，広口器形， i芙鉢形土器の椀類があり，各器科にみら

れる器形上，文様上の特徴から縄文時代後期初頭に位置づけられ， ト腰内 I式に比定されるつ

深鉢形土器 a=く8>第③図- 3，第⑥図-9，第⑦図-11・12

口縁部から底辺部まで斜縄文が施丈されている。器形は底部より外傾 L，口縁部がわずかに

外反するものである。外反する口縁部が無文帯となるもの，軽く政合口紘を主し，無文布:とな

るものカfある。

i菜鉢形土器 b= < 8 >第①図-2，第③図-4，第@図-1

口縁部から底辺部まで斜縄文を施し，その上に 1条の蛇行する沈線文を施文するものである。

口縁部は外反し，大きく波状を呈している。口縁部に円形あるいは棒状の突起をもっ。

i*鉢形土器Cl=ど8>第⑪図-1 . 3， Czニく 8>第③図-16

口紋音1$から胸部下半まで沈線文を施文するものである。第⑬図 1 は口紘部と)j~iJ部上半に 3

条の沈線文がめぐり，頚部を無文帯とし， )j阿部に沈線文を入組状に施文している。口紘部は波

状を呈し，外反している。第③図-16は小形で口紘部は波状を呈し，日縁部から胸部下半を王子

行沈線文で3段に区画し，中を三角形に区切っている。平行沈総文の間に斜縄文が残る c

広口蓋:形土器=く 8>第②図-1・2，第⑦図-13，第③図-14・15，第⑤図-18

納部中位に最大径をもつものである。口縁部の形状については不明である。文様帯は日阿部上

半にあり，長円形と円形状文が組み合わさる沈線文あるいは沈線文と付随する降線文で区画さ

れ，胴部下半は無文である。胴部上半の文様は沈線文が 1~ 3条組み合わさり，第⑧図-15の

ように入組状に施文されているもの，第②関 1・2のように渦巻状に施文されているものが

あり， 1は隆線文が付随している。第⑦図-13は長円形と円形状文が頭部にあり，頭部の上が

沈線文と縄文が残る降線文と付随しており，頚部の下は沈線文が入組状に施文されている。

j交鉢形土器ニく 8>第⑧図-17，第⑬図-1，第⑪図 2，第⑬図-1・2

器形は底部よりゆるやかに外傾するもの，口縁部が内笥tするもの，口縁部が惣く外反し「く」

のす:;1犬 るものがあり ，i主総文が体部全体に地文されている。第⑬図- 2は3条の沈線文

が入組状に施文されており，上げ、誌を呈する底部外面にも沈根文が渦巻状に施文されている

なお 1区内出土土器の中には第⑪図-42の縄文時代早期の貝殻文土器，第図-50ヲ第包)図-

43・44の縄文時代前期のもの，第⑪図-51の縄文時代晩期のものが含まれている。

石器は石鍛，石匙，縁辺を訴i繋剥離した恭IJn'，凹石が多く出土している。
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。萩峠遺跡 I区実測土器のまとめ (1) 

由 版 番 号 | ① 器 寝②口径・底径・高さ (cm) ③色

出土地点|⑧器表面の主主文議(調整)/器内菌の謂整

※( )は残存・推定寸法

調④始土⑤焼成

⑦備 考

く8>第②図- 1 I①広口壷形土器②一一・15.0・(22.3) ③にぶい黄櫨色④ 密 ⑤良 好
clグリッド |⑥沈線文・隆娘文 /横位ミガキ ⑦内面二次火熱争Ij落，外面にスス付着

く8 第@国 2 1①広仁i査形土器 czトー・ 9.7・(17.5) 黄褐色 ④比較的組⑤比較的良

Clグリッド j⑥沈綿文・隆椋文 /ナ デ

く8>第③図-3I①深鉢形土器② .3)・14.2・(40.0) ③に ぷい黄燈 色 ④密 ⑤良 好

第4号住居跡内|⑤斜 縄文 /市~it位ミガキ ⑦外部・内面にスス付着

く8>第⑤図-9I①深鉢形土器②(2l.6)ー--(25.0) ③明黄褐色 ④ 密 ⑤比較的良

第 7号住居跡、内|⑤斜縄文 /縦位ミガキ ⑦外語にスス付藷

< 8 第⑦図 111①深鉢形土器告ト-，10.9・(25.6) ③によい寅楼色④比較的籾⑤比較的良

D7グリッド | ⑥ 斜 縄 文 /ナ デ ⑦外面にスス付着

①深鉢形土器 ②19.3・一一・ (24.8) ③にぶい黄樺色④比較的密⑤比較的良
⑥斜 縄文 /縦イ立ミ方、キ ⑦外面・内面にスス付着

①広口壷形土器②27.8一一・ 1) にぷい黄櫨色④比較的組⑤比較的良
⑤沈縄文・陸椋文に斜縄文//-ナ デ

< 8 >第@図--14I①広口壷形土器
D 7グJ)ッド!⑤沈緯文

11.5・(20.1) ③明黄褐色
/ナデ

く8>第⑧図-151①広口壷形土器②一一・(1l.2)・(23.9) ③灰黄褐色
D7グリッド |⑤沈線文，隆椋文・斜縄文/横位ミガキ

く8>第⑧図-161①広口壷形土器 ②(10.7)偏 5.6・14.7 ③明寅褐色
D6グリッド |⑤麿泊縄文 /ナ デ

く8)第③図 17 I①浅鉢形土器②(17.3)一一・(10.5) ③灰黄褐色

C7グリッド i⑤沈線丈 /横位ミガキ

@比較的組⑤比較的良
⑦器表面朱塗

④ 密 ⑤比較的良
⑦外国にスス付着

④比較的密 ⑤比較的良
⑦外面にスス付着

④比較的密①良 好

く8>第③回一181①広口壷形土器②一一・12.5・(11.3) @によい黄燈色④比較的密⑤良 好

第5号住居跡Pit内|⑥沈線文・隆椋文 /横位ミガキ

く8>第⑪図-1 I (到来鉢形土器②(22.5)一一・ (26.1) ③にぶい賞控色 ④ 密 ⑤比較的良

第9号住居跡内|⑥斜縄文 /縦位ミガキ ⑦外商・内面にスス付着

く8>第⑪図--"-2 1①浅鉢形土器②(23 . 6) . 1l. 8・9.8 ③灰黄掲色 ④ 密 ⑤良 好

第9号土境内 ! @ 沈 締 丈 /ミガキ ⑦上げ底を

く8>第⑬函 31①深鉢形土器②(10.1)・4.4・(11.9) ③にぶい黄櫨色④ 密 ⑤良 好

第9号土横内 |⑥沈椋文 /横位ミガキ ⑦土げ底を呈する

く8>第⑬図寸 ICDi支鉢形土器 20.0)・ ・(13.9) ③にぶい賞撹色④ 密 ⑤良 好

A 9グリッド lill沈 線 文 / ミ ガ キ

< 8 >第⑬国-;3
F9グ1)ッド

5・16.5・9.9 きによい賞笹色(主)比較的組比較的良 i
/1黄位ミ 7/キ

②15.7・7.7・9.5 ③にぶい黄褐色③ 宮、 @良 好

/'ミガキ

く8>第⑬図-4 1①深鉢形土器 CZ)--.10.5・(17.2) ③にぶい位色 ④比較的良 ⑤比較的良
G3グリッド I@料 突 文 /縦位ミ yゲキ ⑦外泊iにスス付着，上けミ底で叩脚
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一第 1号住居跡一

一第 2号住居跡ー

一第 3号住居跡一

※土 器は 石器 はす

く8>第①国 第七 2， 3号イ主居跡出土遺物
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※土器はす，円盤:[犬土製品はす
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く8>第⑩図 第 7号住居跡出土遺物(5)
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一南東領，Ij土議周辺一

※土器はす，石器・土製品はす

く8>第⑪図 第8号住磨跡出土遺物ヲ南東郷土瞳周辺出土土器
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く8>第⑮図石製品(1)
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。三角石製品

00 

し ~，:，-，-J/ 4 

。円悠状石製品・石刀他

No. tJj土地点 No. i:L¥ :L j也点

1 I E 1ク 1)'j ドIII 10 E 1ケリッドIII

2 I C 8クリ y ドIl 11 C 7グリッド i

3 I F 9クリッド I 12 表 1?i，

4. I F 9グ 1)ッド II 13 E 1グリッドIII

5 I D 4クリ y ドI 14 I区2トレンチ

6 I E 8クリヴド II 15 第9号士ぷ?j内

7 I B 8クリ， 1，. 16 C8クリノド

8 I C 6グリッド I 17 G5夕、リソド

9 I D 7グリッド II 18 表 J采

19 F7グリソド II

20 D7グ 1)...1、III
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く8>第⑩函石製品(2)

円。



Nu. 名称 出 土 J也点 I之さ・ IPi，¥ .与さ (mm) 干i'&'[

I 主i斧 D 2グ 1)・ソ ドIl 13九・ 4li ・ 25 I[岩

2 石松 A 2グリ，ド N 5~) ・ 2 1'\. 12 !~(岩

3 I Ti箆 D 2グ 1)'0'ドEべ11--ト III 7;; ・ 3~) ÇJ~~t 

4 イi箆 E 1クリ ι ，nn b~) ・ 45 ・ 13 1'( 't} 

5 1 T:i箆 G ::lクリソドIII lO:~・ 47 ・ 2:) H岩

6 干i1'を E日グリ ド11 74・4:-;・ 1i ÚT~. 

7 石箆 C 8グI} ゾド SベnトII 41・2fl 『 f(岩

2 

く8>第⑪図 I区出土石器(1)

つ〆]
に
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11 

ト.!n 名私、 11¥ 二l二 Jむ点 長さ 1幅・!享さ(問問) :ri笠
8 石匙 C 8グ1).ソド RP2 37・ 53・ 9 頁岩

9 I ~空[匙 F3ク1)川ド II 30・ 73・ 6 

10 :fi匙 C 7 )'1) .ソド i 35・ 72・ 14 頁岩

11 石匙 F4ク1)".ド討ベルト]j 49・ 19・ 【d 

Z頁:出E 罰
12 γt一1I口[!; D 7ク1) ソド 1I 40・ 35・ 6 

13 モi匙 B 7 C 7タlJ γ トII 29・ 26・ j 

14 石匙 37・ 18・ 門t 

15 Tii{t G 3グリッドIII 73・ 24・ 10

16 石錐 D 6クリソド Sべ/し卜 III 55・ 23・ 11

っδ
戸

h
v

内乙

8 

9 

く8>第③菌 I区出土石器(2)
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No 名称 出ゴニ J也点 iiさ・ 11111¥ .I!j:さ(mlll) 王i主I ト~o. 名将i 出上地点 長さ・ ltNi.厚さ(Illlll) 1.iJl'[ 

17 剥j午 C 9グリソド 54・ 39・ 11 I'l:Et 2~1 年リ片 υ5グリヴ vsベルト1fI 37・ 20・ / 手{岩

18 制片手 E 3グリ 1 ドII 51・'l')・ i 長[1う 24 孝IJ片 む':1クリゥト、1Il 35・ 25・ 7 l'i岩

19 最IJI"， R 1ヲ IJ、〆ド 1 45・ 17・ 11 n宇f 25 最IJ片 C6 ク 1) ソド E~~It.-トIl 48・ 59・ 頁岩

20 手IJ片 A S・B5 7' 1) '"ト‘ II 35・ 2;3・ り 玉江岩 26 制)'， C9クリソドIII 44・ ')7・ 9 頁手十

21 争IJ片 D 7クリソド i 3自・ 2:i・ 10 n岩 つ】づa 年Ij)~ 88グI}，アド II 36・ 52・ 10 出合Z山eJ 

22 辛IJi'J F7ク1)':! I、III 40・ 30・ ， n岩 2計 剥It G 3グ1)ヴドロi 33・ 4，1・ 10 手{岩

く8)第⑮図 I区出土石器(3)

8
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33 

34 

35 

N(， 名品、 日" J二 J也 点 i乏さ 111品・!字さ (mm) 主i'gl

29 争1]1'，' D 2クリソド II 50・ 47・ 17 H岩

:30 剥片 表 J毛 47・ 41・ 11 頁岩

31 制片 G グリりド II 48・ 50・ 15 頁器

L円32 剥片 B 9 リゥド表土 49・ 4ij・ 11 頁岩

争IJ片 IトレンチIII 4tl・ 94・ 15 兵岩

:14 全!jJ'i 安 一1: 35・ 6::'・ ~宕

:35 争IJ片 E ケリ A ドi 89・ 82・ 18 頁告
く8>第⑧図 I区出土石器(4)
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No 名 私; 出土 I也点 長さ・ $.1. L字さ (mm) 石質

36 j会製::u斧 C 7ク1) Iご EPl 76・，15・ 13 TI岩

37 磨製.{1斧 A 1ク1).ソド IV 50・ 12・ 円/ 員岩

38 石 ffiTk F9グリソドIl 33・ 18・ 5 Jt岩

3日 石 ffiþj~ C 2 グリッド PítJ~. 36・ 18・ 6 頁岩|

40 石 ;ih長 D 2ク1) ソド II 40・ 18・ 頁岩

41 石 封i、 表採 20・ 16・ ο つ E王岩

42 石 必L F9クリソドIl 28・ 13・ 4 頁岩

43 石 ffibt 表 tR 17・ 18・ 4 頁岩

A
同

4

iAA制
i

Am思
i
Aザー

争~ d42 
品。品

B 7ゲ 1) •..• F-

く8>第⑧図 I区出土話器(5)・土製品(蓋)
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く8>第14図 I区 2トレンチ平面図

。I区 2トレンチ出土漬物

I区西{閣の上り傾斜面に幅 3m長さ 30mにわたってトレンチを設定している。拡張した部分

を含めてほほ'30m'の範囲に遺物が発見されている。斜面は石英安山岩の岩盤であり，岩盤の上

の日音褐色土層上が発見面である。出土遺物は土器が深鉢形土器，広口蛮形土器，蓋等があり，

石器は石銑，石匙，剥片，凹右等である。出土土器は縄文時代後期初頭に位置づけられ，十腰

内 I式に比定されるものが大部分であるが， く8>第@図は後期後半に位置づけられ，

式に比定きれる G

。萩峠遺跡 IIK2トレンチ実測土器のまとめ (2) ※( )は残存・推定寸法

図版番号|①器 種②口径@底径・高さ (cm) ③色 調④胎 土⑤焼 成

出土地点|⑥器表面の主な文様(調整)/器内簡の調整⑦備 考

く8>第@図-3I①深鉢形土器 ，1・8.1・28.2 ③明賞褐色 ④比較的粗⑤比較的不良

i区2トレンチ|⑥斜縄文 ナ デ ⑦外国にスス付着

< 8 >第@図 5I①浅鉢形土器 .9i・(10.6)・11.6 ③明黄褐色 窃比較的密⑤比較的良

I区2トレンチ I(邸主線文 /横位ミガキ

②(11.5)・一一一 (11.6) ③灰掲色④比較的密⑤良 好

・沈組文 /ナ デ ⑦頚部付近にアスフアルト付着

ぇ8 第@国一 7

1区2トレンチ
②( 33 .6) . ( 13 . 1 )・ (41.0) ③黄灰色 ④比較的粗⑤良 好

/ナデ ⑦器面起伏あり，外面にスス付着，内面に朱主主

円

hu



く8>第③菌 I区 2トレンチ
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く喜〉第⑧詔 I区 2トレンチ出土土器(2)
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く8)第⑧図 I~2 トレンチ出土遺物(2)
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く8)第⑮毘 1区 2トレンチ出土遺物(3)
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く8>第@図 I区 2トレンチ出土遺物(4)

273 
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く8)第⑧密 IlK3トレンチ出土遺物

<>IiK3トレンチ e ヰトレンチについて

II区間の尾根に 2m幅で南北に長く 3ラ 4トレンチを設定している 3トレンチでは

に示す遺物が発見されているがラ遺構は検出されていない n 4 トレンチではく 8> < 8 > 

第15図に示す土墳が検出されている。北側に落ち込む傾斜面に検出され，長さ 3.7m，rlJ記2.8m

で南側に配石を伴う張り出し部がある。中央部よりく 8>第⑬・(⑬闘に示す遺物がまとまって

出土している。 く8> 

に「∞;の字形の

5は広口壷形土器である。頚部に i8 J の字形の降線文，胴部

を411週配置し，頭部より 沈線文で文様を l -rい λ
」〆~ 0 

。萩峠遺跡 I区4トレンチ実測土器のまとめ (3) ※( )は残存・推定寸法

図 版 番 号 ①器 撞 ②口徒・底援@高さ (cm) ③色
調 ⑧⑦ 胎備

土⑤競 成

出土地点 ⑥器表面の主な文蟻(調整)/器内菌の調整 考

く8> 1 ①深鉢形土器 ②(26.4) -10.2・27.2 ③灰黄褐色 ④比較的密 ⑤比較的良
I区4トレンチ ⑤沈椋丈 //主従位;ミガキ ⑦外面にスス付着

く8 日 (工Il菜鉢形土器 6・8.4・24.7 (主))天貰褐色 (生〕 密 女子

I区4トレンチ ⑤沈椋文 /縦位ミガキ ⑦外TIH.内面にスス付着

く8 。 ①j菜鉢形土器 (I)17.2・7.5・19.2 CE)灰賀補色 司) 富、 ⑤良
I区4トレンチ ⑥沈線文 /横{立ミガキ (号外面・内面にスス付着

く8 5 11. 0)・10.0・(17.71 ③明黄褐色 告) 宮、 好

I区4トレンチ 文 /横位ミガキ 外面に朱塗

- 274-
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く8>第16間空堀跡

<>:'l:掲跡について

空堀跡は II区の平担面の段下に弧を描いて南北に80m前後続いている。調査地点の断面の形

状は台形を皇し，平坦面との比高差は 3m前後である。

。11区の概要

II区は I区より 10m前後高い平坦面にあり，萩峠の独立丘陵の最も広い平盟国をなす北側の

にあたる。路線は最も i隔の広いところで15m前後を測り，約 400m'を している。なお

一段下に幅10m前後の平坦部があり，館跡に関連した段築かと考え， トレンチを設定し，

を行っているが，後世畑地に利用された痕跡と考えられる。

く>n豆の犠出遺構

住居跡 l軒，建物跡 2軒，袋状土壊 5 竪穴状土墳 2基(士墳については袋状土墳 1基に

ついては詳細に報告している。)が検出されている。

一民
U
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第 1号住居跡(S 1 01) 

く位置・確認状況〉 調査区のはほ中央， 87，88，C7， C8グリッドにまたがって検出

された。確認面は明黄褐色火山灰層である。 II区内において最も高く，平坦な場所iこ占地して

いる。

〈平面形・規模〉 柱穴の配亨IJよりほぼ円形を呈すると考えられる。'炉跡を中心として南北方

向に長軸をもち， 5.6 mを?fllJる。なお炉跡の中心軸組上の南側に 21回の石を並列させている。

く堆積土の状況〉 表土下20cm前後で地山の明黄褐色火山灰層に達し，炉跡を確認した。した

がって住居跡の覆土は黒色土層(lOYR1.7//1) である。

く監・床面の状況〉 壁は確認できなかった。床面は平坦で炉跡間辺から並列する石の周辺は

堅離であるむ

内・外に二列のピ、ソトがほぼ円形に配列しており，内{目IjのPl，P3， P6， Pg， P12， P15， 

P16 が主柱穴と考えられる。確認、国からの深さは35~55cmである。

どが跡{主居跡の中央から南寄りにある。{陥平な石を 100倒以上梗い縁辺を構築している。

物出土状況) < 8 )第@図-1~4 までが住居跡内から出土しており， 1は北西側の柱

穴付近， 2. 4は東側の柱穴内， 3は南側の床面上より発見されたものである。

。第 i号住居跡内出土土器

く8)第@関 1-4が第 1号住居跡内出土

土器である。

1， 3， 4は深鉢形土器である。 1は底部よ

り直線的に外傾し，H阿部上半で最大径をもち，

頚部ですほ、まり，口縁部が波状を呈し，外反す

るものである。口縁部から頚部が無文帯となり α一

波状の突起の下に垂れる刺突文を施文した陸線

文が貼付されている。胴部下半は斜縄文が施文

されている。器壁は薄ででほほ、一様で、ある。 3，

4は器表面に斜縄文が施文されている。 3は底

部に網代痕があり， 4は小形のものである。

2は小形の鉢形土器である。口縁部が内脅し

器表面にあらく斜縄文が施文されている。口縁

部にボタン状，棒状の粘土組が貼付されている。

包一一

一一ー'¥_j

いずれも縄文時代後期初頭に位置づけられる。 く号〉第18歯 II区第 i号{主語翻i・炉跡

一-280 

一一 b

b 
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第 1号土壌(S K05) 

〈位置・確認状況) B 16グリッドの中央に位置している。確認面は明黄掲色火山灰層であ

る。周辺に土壌群が集っている。

く平面形〉 円形 11規模 11 口径1.4m.底径1.8m

〈堆積土の状況〉 上面に倒木痕跡があるが，凹レンズ状に堆積している。

く断面の形状〉 袋状を呈している。 11碍認面からの深さ 11 90cm 

く壁・底面の状況〉 壁はやや崩落しているが，底面は平坦で、堅い。

く遺物出土状況〉 出土遺物はない。

E詰1能被ゴ二層

第 i号建物跡

B 10， B 11グリッドにまたがーって検出された。確認面は明葉掲色火山灰層であり，柱穴内の

覆土は黒色土(10YR1.7/1)である。掘り方は円形を呈し，直径90cm前後て、華麗に落ち込むO

Pl~P2の真心での柱間距離は 2 m 70cm 、 Pl~P4の真心での柱間距離は 3m である。

第 2号建物跡

B 13， B 14グリッドにまたがって検出された。確認面は明黄掲色火山灰層である。柱穴は

径20cm前後であり， Pl ~P2の真心で、の柱間距離は 2 m30cm， Pl ~ P4の真心での柱間距離は 2

m50cmである。西側にi幅20cm前後の溝跡が走る。建物方向は第 1号建物跡とほぼ同じである。

<>HI2t出土遺物lニついて

< 8 )第⑬図 6・7は縄文時代前期末葉に位置づけられ，円筒下層 d式に比定される。

< 8 >第⑬図-5，第⑬図-8~19は縄文時代後期初頭に位置づけられ，十腰内 I 式に比定さ

れる。 8~12は深鉢形土器の口縁部破片であり， 15~ 17は浅鉢形土器の口縁部破片である。

<>萩峠遺跡II区実測土器のまとめ (4) ※( )は残存・推定寸法

図 版番号 @器 種 ②口径・底桂・高さ (cm) ③色 調④胎 土⑤競 成

出土地点 ⑥器表面の主な文嫌(調整)/器内菌の調整 ⑦備 考

く8>第@図 l ①深鉢形土器 ②(13.6)・6.6・22.4 ③灰貫褐色 ④ 宮、 ⑤良 沼ー

第1号住居跡内 ⑥降線文・刺突文・斜縄文 /横位ミガキ ⑦内面にスス付着

く8>第@図-2 ①鉢形土器 ②(6.7)・(5.8)・7.6 ③にぶい貫樺色 ④ 密 ⑤比較的良

第1号住居跡Pit内 ⑤斜縄文・粘土純貼付 /ナ ア ⑦外面にスス付着

く8>第図-3 ①深鉢形土器 ②20.5・10.2・(35.0) ③にぶい黄糧色④比較的宮、⑤不 良

第1号住居跡内 ⑥斜縄文 /ナ ア ⑦内面にスス付着，底部網代痕

く8>第@図 4 ①深鉢形土器②一一・ 5.1・(5.5) ③によい措色 ④ 密 @良 好

第1号住居跡、Pit内 ⑤斜縄文 〆1 ⑦内面にスス付着

く8>第@図-5 (主)深鉢形土器②(27.7)一一(16.0) ③にJJい樟色 ④ 強t ⑤良 好

D 5グリヴド ⑤7J;:1'~:迫文・陸続文 /横位ミ庁、三千 ⑦外面・内面にスス付若，タト面漆付若

円
ノ
U
M

G
O
 



m
 

口
0

7
人ハU

匂

geふ

一一
U
H

一α
 

a-H. = 107 .8m 
!一一

一.b ④/デ二〉

(ふ
¥ 1 ) _ 

¥ ¥ )) 

(γ 

⑧
 O

円 。p

。 P 1 

aJ1-= 107.3m 一一

P 1 

P 4 

。

¥辻、ミヒ::c:::::::-

く喜〉第盟国 立区土壌ヲ建物欝t

つdoo 
ワム



< 8 >第⑮国 II区出土遺物(1)

44 
Q
U
 



JWSZiH1!? 

諸物議Vi
fj;制約:
川徹ZS
Fミ、!「ごとここミロ!

み
多
暗
殺
コ

溺
鵠
沼
wm・ν
F，
長
二

議
緩
孝
一
二

J
2
t
J
:
J
ω
 

，-1~言語
h間 ij
ーとこ二、|

...'l~'\."'〓おち
/.~-çf.)私立ルヘ.

V1j手3JfFホ
?iL;ialγ;1924t-i 
SFiAj川県dJL
白説明;手;;~;~rfll

.. ~r}ll.~~k心fぺぜ令:イ~ ;~l 
.. :[-，らん“υリJJ;ジオ止れ;ジオ止;yhme1Vtコ{山ぺtチ升11:ま.ぺJ:f.~司1ft ケ;宍

Jjたぬj訟訟Iγ-;{.J.(γ守存仇}:訓:

Lf点ι!hhjい?州勾均t叫吟fhh1己 Jポ;戸日誌治.}.七じじね:コ山引;む江j乙吋;t;ιい.'t乙叫川川川‘4討れ杓1日日九:~::記治J品払
ベ!l*!f~J~Þ.~主討し/Jn?~，~. tiftrEH;~ヲ

辺;....‘ '/j~~"j: J/'.:'.~ 司:r.. r j.1;.....， .. i.. バド'f:"~:.:'./' ;'t~.._~~ 

W二必ザ(~手子/t.::.~~:~~f~，?;~~ .f~，~oψjJ;〈介 j
If. rJlfi~' ':I:iUI九日.，~.~. ;>~~~./ þ.":I.~.~:;ーアJ

.;;r~・ :，~::i//j .ti~ゲル/;:;~... ':/ 
〈FdJJfうん，;'t?~， :l\:，仏

戸 ミ ミヨ
「こご河口i

r
L
U
L
 

日

ω

山
知

、。一い~ふ

.‘一ト

V
丸

一

-J-

一丸油

、

vruw坂
長

〈
∞
〉
輔
⑧
国

出
関
睦
仲
擁
護
(
陥
)

t、コ
αコ
()l 



く喜〉第⑧国 IIIK出土遺物(3)

Q
U
 

2 

g 
(ん

:n¥ b~\ 
11 ¥ 

1¥ 1 
! ¥ 1 -J 

I ¥ I 
I '. I 

1 叫 ---4

f j 



予 I

~ .……ーー

⑧ 

ド

F 

子

や

や

¥;¥ 

mヲ N雪 V芭遺跡地形図

ヴ
J

Q
O
 



/ 

「~.-'

〈
即
〉
糊
⑮
盟
国
間
距
比
い
脳
替

ω
∞∞
i
i
 



(1，~ 

α一一一

土士士主

C 

α~  

I~ 
ーノ 『、~る

α 

d 

く8>第四国 VIK第 1号季第 2号溝状土壊

一ハコ円むつム

~~b 

G仁

-b c一一 --d 



審
制
叩
け
明
器
凶
〉

下ミゴ

行3

Cコ
σコ

間
出
⑧
締
〈
∞
〉

や4
「叶

.'、
♂c..::'.‘、。
岸』山日一、b、、

‘ ・ー ー

亡二二コ竺竺コω
戸石

t 1 I!;，i， ~議込
山 f岡崎・ 4長毎回

j ijj季
U誌;議;

¥J 

， 
g 

がお二」

~\寸。

-ーっ・



④ 

9住宅b 住広
iu

名琵3 電1illj~
診

持蕊

く号〉第23間 1 IKf主語跡，土壊群配置121

く>1 IKf主活動t群 e土壊群について(小結〉

I区内から検出された住居跡は 9軒，土墳は13慕であり，出土土器はいずれも縄文時代後期

初頭に位置づけられ，十腰内 I式に比定される。住居跡群と土墳群は重複関係があり，集落と

しての変遷について言及したい。

第6号住皆跡は第 5号住居跡により炉跡を，第 7号住居跡により西側半分を掘り込まれてい

る。炉跡が西側に位置することからく第 6，第 8号住居跡が I期〉と考えられる。第 6， 8号

住居跡の南側にやや離れて第 6，第 7号土墳がある。第 1， 2， 3， 4， 5， 7， 9号住岩跡

は円形を呈し，南側に炉跡をもっている。第 2， 4， 5， 7， 9の主柱穴は 8~12本である。

第 5， 6， 7号住居跡の重複関係から地床炉であるく第 2， 3， 5号住居跡がII期>，石聞い炉

をもっく第 1， 4， 7， 9号住居跡がIII期〉と考えられる。 1期の住居跡群は I区内の中央北

側に占地し，宜期の住居跡群は I区内の東側に占地し， 111期の佐居跡群において I区内に広く

占地している。 1区内南東側の土壌群はII期の住居跡群の点地状況と第 l号土J)itiの上に第 l

住居跡の炉跡があることから II期の住居跡群に{半うと考えられる。第10号~13号土墳は長円形

を呈する形態と長軸方向をほぼ同じにすることから墓墳と考えられるが，出土遺物はなく集落

との関係については不明である。
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放射性炭素一年代測定結果報告

Code No. 試 料 B. P.年代

N-3735 萩峠遺跡第 7号住居跡内 4240ごと 100yB.P. 95yB.P.) 

年代は 14Cの半減芽j5730年(カいノコ内は Libbyの値 5568年)にもとづいて計算さ

れ，西暦 1950年よりさかのぼる年数 (yearsB. P.) として示されています。付記され

た年代誤差は，放射線計数の統計誤差L 計数管のかス封入庄力および温度の読取の

ら計算されたもので， 14C年代がこの範囲に含まれる確率は約 70%です。この

範閣を 2倍に拡げ、ますと確率は約 95%となります。 14C年代は必らずしも真の年代と

ひとしくない事に御注意下さい。

日本アイソトーブ協会

。参考文献

今井富士雄，磯崎正彦 『岩木山 十腰内遺跡一』 一一昭和43年一

青森県教育委員会 『中の平遺跡』青森県埋蔵文化財調査報告書第25集 一昭和49年一

青森県教育委員会 『近野遺跡(III)JJ 青森県埋蔵文化財調査報告書第33~集 一昭和51年一

本報告の作成にあたっては林謙作氏，名久井文明氏，三宅徹也氏，工藤竹久氏1

木村鉄次郎氏よりご教示，ご、協力をいただいた。末筆ながら明記して感謝の意を i

表したい。 J
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